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                港区教育委員会会議録         第２６６９号 

令和７年第１７回定例会 

 

日 時 令和７年１２月１１日（木） 午前１０時００分 開会 

場 所 港区役所７階 教育委員会室 

「出席者」             教   育  長        新 宮 弘 章 

                  教育長職務代理者        田 谷 克 裕 

                  委      員        山 内 慶 太 

                  委      員        中 村   博 

                  委      員        鈴 木 令 奈 

 

「説明のため出席した事務局職員」  教 育 推 進 部 長        佐々木 貴 浩 

                  学 校 教 育 部 長        茂 木 英 雄 

                  教 育 長 室 長        若 杉 健 次 

                  生涯学習スポーツ振興課長        中 林 淳 一 

                  図書文化財課長        吉 田 宗 史 

                  学 務 課 長        鈴 木   健 

                  教育人事企画課長        大久保 和 彦 

                  教育指導担当課長        清 水 浩 和 

                  先端教育担当課長        溝 口 貴 裕 

 

「書 記」             教 育 総 務 係 長        若 木 康 治 

                  教 育 総 務 係        島 村 昂 佑 

 

「議題等」 

日程第１ 審議事項 

 １ （仮称）港区職員の働きやすい職場づくり推進計画（案）について 

 ２ 港区奨学資金に関する条例施行規則の一部を改正する規則について 

 ３ 港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部を改正する規則について 

日程第２ 報告事項 

 １ 令和７年第４回港区議会定例会の質問について 

 ２ 幼稚園における「こども誰でも通園制度」の実施について 

 ３ 令和８年度港区立生涯学習センター及び港区立青山生涯学習館の臨時休館について 

 ４ ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０２５の開催結果及び２０２６大会の開催予定日につ

いて 
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 ５ 令和８年度港区立幼稚園園児募集の状況について 

 ６ 学校法律相談の令和７年度上半期実施状況について 

 ７ 令和６年度港区におけるいじめ・不登校調査の結果について 

 ８ 令和７年度第２回港区教育委員会いじめ問題対策会議の報告について 

 ９ 適応指導教室の移転について 

 10 特別支援学級を対象としたキャリア教育の充実について 

 11 令和７年度海外修学旅行の報告等について 
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「開会」 

○教育長 ただいまから、令和７年第１７回港区教育委員会定例会を開会します。 

（午前１０時００分） 

 

「会議録署名委員」 

○教育長 日程に入ります。 

 本日の署名委員は、中村委員にお願いします。 

 

日程第１ 審議事項 

 １ （仮称）港区職員の働きやすい職場づくり推進計画（案）について 

○教育長 それでは、日程第１「審議事項」に入ります。初めに、審議事項第１、議案第７１号

「（仮称）港区職員の働きやすい職場づくり推進計画（案）について」説明をお願いします。 

○教育長室長 それでは、議案第７１号についてご説明をさせていただきます。資料を御覧いただ

けますでしょうか。１１月１３日に開催いただきました定例会におきまして情報提供させていただ

きましたが、「（仮称）港区職員の働きやすい職場づくり推進計画」の策定について、教育委員の皆

様をはじめ、各行政委員会の皆様から頂きましたご意見を踏まえながら、人事当局においてこの

間、検討を進めてまいりました。次期計画につきまして案がまとまりましたので、資料に基づいて

ご説明をさせていただきます。 

 説明につきましては、横書きの概要がございますので、そちらで行わせていただきたいと思いま

す。詳細は本編になります。 

 計画については概要に記載のとおりで、５章立てで構成しております。第１章では「総論」とし

て、計画の位置づけや、策定主体、計画期間等について記載をしております。 

 第２章は、「次世代育成支援の推進について」です。数値目標等については、前回ご報告のとお

りでございます。具体的な内容として、育児休業に関する目標ですとか、超過勤務に関する目標の

方を記載しておりまして、育児休業を取得する職員と実際の業務を負担している職員の双方が、負

い目ですとか負担を強いられることがなく働くことができる環境を整備していくという内容になっ

てございます。 

 次に、第３章になります。こちらは「女性活躍の推進について」です。ご質問も前回頂きました

けれども、女性管理職の割合ですとか、監督職に占める女性職員の割合という目標、それから達成

に関する取組を掲げてございます。なお、第３章については「女性活躍の推進」と書いてございま

すけれども、取組内容については、女性職員だけでなく、男性職員及び男性・女性両方を対象とし

て取組を行っていくというようなことも記載させていただきました。具体的な内容としましては、

例えば管理職のめり張りある働き方の実現というところで、詳細は本編に記載がございますけれど

も、管理職の魅力が全ての職員に伝わるようにというようなところ。それから、（６）と言います



 

- 4 - 

 

けれども、「ペア・マネージャー」という、管理職の負担軽減や、管理職が短時間勤務を選択でき

るよう、例えばですが、２人１組制の管理職の仕組みについても進めていくというような計画内容

になってございます。 

 次に、第４章です。「障害者活躍の推進について」です。こちらの数値目標は、前回ご報告のと

おりですが、障害者雇用率３．０％以上を定めまして、目標達成に向けた取組として、具体的な取

組内容を記載させていただきました。こちらも前回ご質問いただいたとおりでございます。 

 最後に、第５章。概要版の右下になりますが、こちらの内容については、各計画が対象としてい

る職員以外の職員を含めまして、区役所で働く職員一人ひとりが自分らしく健康に働くことがで

き、それから活躍できる職場を目指して、全ての職員に共通する内容を記載させていただいており

ます。具体的な内容は記載のとおりです。多様な働き方、これは本編にございますが、テレワーク

ですとか、フレックスタイム制の拡大。それから、（４）にありますけれども、「公正公平なハラス

メントの解決」とか、具体的な施策の方を記載させていただいております。 

 最後に、今後のスケジュールについてですけれども、各任命権者、教育委員の皆様を含めまし

て、各行政委員、それから区長部局からの意見を踏まえまして、所要の調整の後、１２月下旬に庁

内会議において審議をいたしまして、来年の１月に庁内の庁議で審議、来年の２月の区議会、総務

常務委員会で報告することを予定しております。 

 簡単ではございますが、ご説明は以上となります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますよ

うお願いいたします。 

○教育長 これは、以前一度ご説明させていただいて、色々とご質問も頂いているような案件です

けれども、この度、案としてまとまったということになります。ただいまの説明に、ご質問、ご意

見ございますでしょうか。 

○田谷委員 この第２章のところの育児休業の取り方というものですけれども、これはやはり、ど

うですか。庁内でというか、取りにくい雰囲気があるのかどうか。その辺というのは現実的にはど

うなのでしょうか。 

○教育長室長 育児休業については、非常に拡大をしておりまして、取得する人員についてもかな

り増えています。取得率としては、今、パーセンテージとしては目標を５０％にしているのです

が、実際には一昨年度、令和６年度で育児休業を８３．３％。期間の長短は多少あるかと思います

けれども、それだけ浸透しているというような状況になります。新規に育児休業を取得する方につ

いても、一昨年度で、庁内で７６名いるということなので、子育て支援プログラムとしてかなり浸

透してきているのかなというところはございます。それを引き続き進めるというような内容で、今

回案としてお示しをさせていただいています。 

○田谷委員 非常に高い割合だと思うので、非常に、行政に勤めたいと言う人の支えにもなると思

うのですけれども。ただ、もう一つ心配なのが、管理職になると取りにくいというようなこと。そ

の辺はいかがでしょうか。一般職員の場合は、同僚でということですけれども、管理職となってく
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るとその辺はなかなか、私の考える範囲では管理職は取りにくいのではないかなと思うのですが、

いかがでしょうか。 

○教育長室長 管理・監督職と一般職員との差異はあるのかなというふうに感じてはいますけれど

も。今回の案では、そういった意味では、職員の職責に応じた対応ができるようにということで、

管理職がめり張りある働き方ができるようにということで、フレックスタイム制ですとか、コアタ

イムを中心とした多様な働き方ですとか、あとは当局の案では、人員配置として例えば管理職の中

で今「ペア・マネージャー制度」というようなことを記載しています。１人が背負うことなく、複

数の人が管理職としての職責を全うしながら短時間勤務を選択できるような制度のことも、検討し

ていくというようなことを入れています。そうすると、結果的に、管理職であったとしても、そう

いった育児に関する休業についても取りやすい風土が生まれることを期待して、こういった計画を

策定しているというような形になっているかと思います。 

○教育長 管理職が例えば４月１日以降に、いつ自分が育児休業を取れるか。それをあらかじめ言

っておけば代替の職員も用意でき、実際に管理職でも監督職でも、きちっと取る人は取っていま

す。急に休むというとやはり職場が混乱してしまうのですけれども、そのあたりの自覚というか、

そういうのは皆さん持っているので、計画的に申請なりしてもらえれば、全く問題ないです。 

○田谷委員 今のその管理職の件は、時代的に結構高齢でもご出産、ご自分だったり奥様だったり

がするパターンがある。そうすると、それだけ体力的に大変になってくるので、そういう方たちに

は、育休は取っていただきたいなというふうに思いますので。 

○教育長 ありがとうございます。 

○田谷委員 よろしくお願いいたします。それと、もう一つよろしいですか。第３章のところなの

ですけれども、区長も女性になられたということで、行政に関しても、もちろんそういう進出は大

いに期待されるところなのですけれども、このところでは女性の管理職の割合が１９．２％で、３

０％を達成できていないということなのですけれども、どうしてなかなか増えないのか。難しい課

題だと思うのですが、お聞かせいただきたいのでお願いいたします。 

○教育長室長 色々課題というか、個人の認識はおありになると思うのですけれども、例えばです

が、ご自身のキャリア、先行きのキャリアについて不安を持たれていることや、あとは個人の感覚

にもよるかと思いますけれども、対外的な対応がかなり増えてくるということ。一例ですけれど

も、区議会との調整ですとかそういったことも入ってくるかと思います。あとは管理・監督の仕事

も増えてきますので、そういったところの不安を除くために、今も実施をしているのですけれど

も、先任というか、先に管理・監督職になった女性をアドバイザーとして相談できるようにしてと

いうことで、いつでも悩みを聞いてもらってそれを解決できるというようなものですとか、あとは

キャリアの研修なども充実させるということと、あとは職責をできるだけ細分化して１人に負荷が

集中しないようにするというようなことも含めて、今回計画の中には幅広に入れている状況です。

ですので、色々と、管理職を目指す女性の意見も聞いてはいることなので、その辺も踏まえて現実

的な施策を打っていけるようにというような計画にしているところでございます。 
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○田谷委員 私も教育委員とか、その前に青少年委員とかＰＴＡとかで、結構、特に生涯学習スポ

ーツ振興課とは長く付き合わせていただいているのですけれども、やはりそこで歴代お世話になっ

た女性の職員の方でも、部長さんまで行っていらっしゃる方が歴代、結構いると思う。少なくとも

課長さんはたくさんいらっしゃると。今ちょっと名前、部長さんの場合は出てこないのですけれど

も、いらっしゃると思うので。本当にそういう方たちを見ていると優秀だし、また私が一番女性管

理職というものの重要なところというのは、言い方が難しいかもしれないですけれども、女性的な

目線。非常に細かい、男性では気がつかないようなところまで女性では気がつくというようなとこ

ろがあるから、そういう男性管理職と女性管理職は半々ぐらいでやっていただければ、この区の行

政の進行も非常に良いと思います。 

 実際に区民は半分ぐらいずつ男女いる訳ですので、そういう配分からいってもいいと思うのです

けれども。ここでも女性の教育委員は１人しかいらっしゃらないですけれども、その辺、鈴木先

生、ご意見はいかがでしょうか。 

○教育長 鈴木委員ご意見よろしいでしょうか。 

○鈴木委員 目標を５０にするというところは非常によいと思います。実際に女性が管理職に、試

験を受ける受験率が３３％というのが非常に気になっていて、私は一般企業にしかいたことがない

ので、一般企業の場合、受験率はもっと高いです。なので、受けようと思えば受けられる環境が、

私が今まで生活していた中では「自分は仕事の道でいきたい」と思う人にはもっと窓口が広かった

ので、身近にもっとたくさん目指す女性がいました。３３％という低い現状の中では、管理職にな

ったらこれだけ楽しいよというアピールももっと必要だと思います。一般企業の場合だと女性が活

躍している場というのはすごく近くで見られて、かつ、その方が例えば、私の前職の場合ですと、

タイトルに名前を載せられるとか。ゲームとして出したときに自分の名前が女性であっても出せる

とか、そういった誇らしいことが色々な場所であったのですけれども、華やかな部分というのが行

政の部分というのはなかなかないので、女性がこれだけ活躍できるよという場がなかなか見えてこ

ないのかなというのが、ちょっとこの受験率で気になったので、先程おっしゃっていたように今ま

で経験された方が、女性はもっと活躍できるよという場を見せてあげられる。それは、行政内での

見える化をしていただけるといいのかなというふうに思いました。 

 あとちょっと別の件もお話ししてもよろしいでしょうか。先程田谷委員の方から、男性の育児の

ところでご質問等あったかと思うのですけれども、お子様を産むという、年齢的な、特に若手の職

員の方が取りやすいような環境というのを、やはり管理職を含めて全経験者の方々が、経験者の後

悔も含めて、ぜひ背中を押してあげてほしいなと思うのと、あとこの「『２週間以上』の育児休業

にかかわらず」というところが私はちょっと気になっていて、たった１日、２日くらい育休を取っ

たよと言われても、奥さんとしては「それだけ？」という感じなのです。なので、きちんとしっか

り育児休暇として取っていただけるような環境を整えていただきたいということと、あと出産は前

倒しになることとか、緊急の場合もあります。私自身もＩＣＵにいたので、１か月くらい主人が、

会社を休んでもらって付き添ってもらったのです。やはり突発的なことが起きてしまうので、直前
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の時期に休みやすい、当日立ち会い出産がしやすいというような、休暇を取りやすい環境を計画し

て、計画と言いますか、大体このくらいに出産しそうだというのとか、早産になりそうだというの

は分かることではあると思うので、それを相談しやすい環境。上司に相談しやすい、突然「今日出

産になりました」ということも起きるのですが、ちょっと剥離が起きていますとかそういったこと

というのも相談しやすいような環境づくりというのをぜひご検討というか、しっかり整えていただ

けるといいかなと思います。以上です。 

○教育長室長 ありがとうございます。冒頭の女性管理職を目指すというような話というのは、実

際の計画を策定している当局についても、ご意見としてお伝えしていこうと思います。繰り返しに

なってしまいますけれども、キャリアデザインの相談制度ですとか、あとは特別区で発行している

管理職の受験案内などにも、実際に女性の管理職になられた方の体験談とかをかなり事細かにイン

タビューを載せたりとかしていますので、そういったことも活用できるかどうかも含めて、お伝え

してければと思います。 

 育児休業については、育児休業の数値については本編に記載のとおりで、年々男性職員の、期間

については委員のご意見をお伝えしていこうと思いますけれども、非常に伸びてきている状況では

あります。ここからは、感覚になりますけれども、いわゆる若手の職員についても、言葉はちょっ

と難しいのですけれども、遠慮なくというか、育児休業が取れるような環境になっているなという

ふうな感覚は我々職員の方でも持ってはいるので、こちらの方も、うまく計画の方で表現できれば

いいなというのと、あと突発的なものについても、制度上どうするかというのもあるのですが、そ

ういったことが実現できる職場づくりというような形で表現できるようにしていければなというこ

とで、伝えていければというふうに思います。ありがとうございます。 

○山内委員 私からは２点だけですが、一つは、数値目標をきちんと出すというのは大事なことだ

と思うのですが、一方で、例えば第４章で、定着の目標が１年後の定着率１００％。もちろん定着

率を上げるという努力をすることは大事なことかもしれない。一方で、これを本当に実現しようと

あまりに縛られてしまうと、実は本当は多様な障害を持った人を職場に受け入れるということが趣

旨なのに、ある意味で、障害の種類とか障害の程度とかを狭くするという方向に行きがちになると

思うのです。つまり、確実に１００％を実現しようとすると。ですから、そうならないようにして

いくということも、片方で必要だと思うのです。だから、そういう意味では、あわせて障害の、大

ざっぱでいいのですけれども、種類というかな。どういう障害がどのくらい採用できているかと

か、それがどう動いているか、片方で、そういうことを見ていくということが必要ではないかなと

いうことを思いました。それが一つです。 

 それから２点目は、これは港区職員全体に対する推進計画ですけれども、これができた上では、

今度は学校職員の働きやすい職場づくりというものをここでは考えなければいけないと思うので

す。ただ、例えば企業とか役所の中の職員と学校の教員というのは、またちょっと難しさが違う。

一つ例を挙げると、例えば男性職員の育児休業。女性の教員の場合、女性の場合はかなり長期間、

育児休業を取れますけれども、男性はやはり短い傾向があって。それも、時期も色々な時期にな
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る。例えば学校の教員が、ある短い期間休む。でも、そこを教育の質を落とさないできちんと補っ

ていくといったときに、そういう男性教員の育児休業を取りやすくするための手立てとして、その

間の補充ができる仕掛けというものをしっかりつくっておかなければなかなか対応できないと思う

のですけれども。それは、逆に言うと学校の管理者の難しさでもある訳ですが、その点をどういう

ふうにうまくやっていくかという、その辺の難しさとか、どう工夫されているかという、これもま

た今後、紹介いただければというふうに思っています。 

○教育長室長 ありがとうございます。障害者活躍の推進についての委員のご意見については、や

はり定着率の目標についてというのは、前回もご意見を頂戴しております。１００％を掲げるとい

うことになっていて、目指すということなのですけれども。目標として数値をしていますけれど

も、障害の程度の軽い方ですとか、重度の方ですとか、今までいらっしゃると思いますので、施策

としては、こちらにも今回入れさせていただきましたが、一定期間プレ配置をしまして、実際に業

務を遂行できるかどうかですとか特性を見極めて配置して、きちんとマッチングできるように配属

するなどそういった工夫もしながら、目指すところは１００％というところで、それありきではな

いのかもしれませんけれども目指しながらということでやっていければというような趣旨ですの

で、それについても意見を特にお伝えさせていただければというふうに思います。 

○教育長 今日の段階で何か説明できる部分はありますか。 

○教育人事企画課長 学校も様々な働き方改革を進めております。例えば男性の育児休業も、取り

出し始めています。例えば昨年度ですと１０名取得するなど、制度の浸透は着実に進んでいるとこ

ろでございます。 

○鈴木委員 １０名というのは、大体どのくらいの期間、取られていますか。 

○教育人事企画課長 年度をまたいで１年以上取得している人から、最短は、１０日までおりま

す。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○教育長 山内委員は、よろしいですか。 

○山内委員 学校の場合には、教員免許を持っていて、しかも教育の質をきちんと落とさずに、２

週間であっても１か月であってもつなげる人を用意しておかないと対応し切れないというところが

ありますので、その難しさをみんなで理解しながら支えていくということが必要だと思いますの

で。 

○教育長 ほかは、ご質問ありますでしょうか。 

○中村委員 こういう問題に関しては、働きやすい職場づくりをしましょうということに関して

は、厚生労働省とかあるいは内閣府とかから出ている色々な文献とかあれを見ても、こういう書き

方をしたというのはしようがないと思うのですけれども、現状課題を書いて、いきなり目標が来て

いるのですよね。これは、書き方よくないと思うのですよ。数字が目的になってしまいますので。 

 目標は、働きやすい職場をつくるということが目的ですよね。その結果として、女性管理職の割

合とか、男性の育児休暇の取得率のアップというのが出てくるはずなのです。だけど、目標が先に
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来て、これは目標なのだというふうに書く、書き方自身が本当は私はすごく納得できていなくて。

だけど、国の文章はもうなってしまっているから、役所の文書がみんなこうなってしまっているの

ですよね。だから、もうしようがないと思ってはいます。 

 だから、もうこれで私もしようがないと思うのですけれども、やはりこれを見ると、例えば区民

の方とかは、「あ、まずこういう目標、まず数字を達成しなければいけないのだな」と思ってしま

うと思うのです。だけど、男性の育児休暇にしても女性の管理職にしても、あと障害者に関して

も、「自分は勤めたい」、「管理職になりたい」、「育児休暇を取りたい」と思っている人が取れない

原因は、やはり制度がないからなのです。そういう制度がないから、なれない。だから、障害者も

ここ１年で辞めてしまうとか。 

 だから、そこの制度を、どういうものを区としてつくっていくのかというのが一番大事なところ

で。だから、まず取組内容が全部３に来ているではないですか。これをまず２に持ってきて、こう

いうことを区はやりますよと。その結果、これぐらいの数字が上がったらいいですね。そこを目標

にやりましょう。そういう書き方をするのが本来の書き方だと、私は思います。 

 だけど、もう本当に、国は駄目なのですよ。国がもう先に、何の理由か、だから今の国会のあの

議員定数の削減と同じですよね。だから、そういうところが問題なので、書き方はこれもうしよう

がないと思いますけれども、やはりやる側としては、数字目標ではなくて、まずこの取組内容をし

っかりして、それを区の職員に周知徹底して、取らせるようにとやっていくということをやってい

かなければいけないのではないかなとすごく強く思いました。 

 今、皆さん、ほかの委員の先生方の意見も聞いたら、やはり基本的にそこですよね。だから、そ

こがしっかりできるようにこの計画を進めてほしいなと思うのが、私の感想でした。記載はもう、

これはしようがないと思います。もう記載はしようがないと思いますけれども、そう思いました。

以上です。 

○鈴木委員 記載は、変えられないのですか、根本的に。港区が国よりも先にこれを書いていくと

いうのは、難しいものなのですか。 

○教育長室長 頂いたご意見というのは伝えていこうと思います。一方で、計画は結構色々つくり

ますけれども、数値目標を必ず立てるようにというようなご意見もやはり頂いたりするので。順番

の記載だとかというのは、中村委員のご感想というのも一つあると思いますので、今回反映できる

かどうかというのは、どうか分かりませんけれども、そういったご意見があったということはしっ

かりお伝えしていこうと思っております。 

○中村委員 どうしても数字は独り歩きしてしまうからね。 

○教育長 ありがとうございました。中村委員のご意見もそうですけれども、皆さんの、各委員か

ら頂いたご意見というのは大変貴重なところなので、そこはしっかりと、事務局は人事課になるの

かな。そこにしっかりと伝えていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 ほかはご意見はよろしいですか。ありがとうございました。 
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 それでは、採決に入ります。議案第７１号については、原案どおり可決することにご異議ござい

ませんでしょうか。 

（異議なし） 

○教育長 ありがとうございます。それでは、議案第７１号について原案どおり可決することに決

定いたしました。 

 

 ２ 港区奨学資金に関する条例施行規則の一部を改正する規則について 

○教育長 次に、審議事項第２、議案第７２号「港区奨学資金に関する条例施行規則の一部を改正

する規則について」説明をお願いします。 

○教育長室長 それでは、議案第７２号になります。本日付資料Ｎｏ．は２になります。本件は、

国の省令の改正に伴いまして「港区奨学資金に関する条例施行規則」の一部を改正するものです。

具体的には、議案資料の内容になりますけれども、国の奨学資金制度については、生計維持者が持

つ資産基準がございまして、これを国の基準と合わせています。国の基準が変更になりましたこと

で、預貯金並びに有価証券の合計額が１，２５０万円及び２，０００万円から５，０００万円へ変

更となりましたことから、区もそれに並び規則を改正するということで、規定を整備するもので、

国に並ぶものでございます。 

 簡単ではございますが、説明は以上です。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い

いたします。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見はありますでしょうか。 

 港区の奨学資金の全体のつくりというのが基本的に国に合わせているから、国が変われば区も変

えるということですよね。 

○教育長室長 おっしゃるとおりになります。基本的に国制度に対する上乗せの補助という形です

ので、国の規定の変更に伴い規定を整備するというような整理をしてございます。 

○教育長 分かりました。特にご意見等はよろしいですか。 

 それでは、採決に入ります。議案第７２号については、原案どおり可決することにご異議ござい

ませんでしょうか。 

（異議なし） 

○教育長 ご異議がないようですので、議案第７２号については原案どおり可決することに決定い

たしました。 

 

 ３ 港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部を改正する規則について 

○教育長 次に、審議事項第３、議案第７３号「港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部

を改正する規則について」説明をお願いします。 

○生涯学習スポーツ振興課長 ただいま議題となりました議案第７３号、港区立学校屋内プールの

使用に関する規則の一部を改正する規則につきまして、ご説明させていただきます。本日付の議案
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資料Ｎｏ．３を御覧ください。説明は、Ｎｏ．３－３、ＰＤＦで言いますと３６分の３５ページか

らになります。こちらで説明をさせていただきます。 

 本件、学校屋内プール開放の団体利用におきまして、コース単位で団体が使用する場合の、その

コースの上限数を設定するということと、個人利用におきまして、区内在住・在勤・在学者と同伴

の者を利用対象者に追加するため、学校屋内プールの使用に関する規則の一部を改正することにつ

いてお諮りするものでございます。 

 また、来年１月中旬から新たにプールを開放する芝浦小学校を規則に追加するということ、加え

まして、今年１月２７日の教育委員会でご報告したとおり、来年３月末でプール開放を終了いたし

ます高松中学校を規則から削除するということについても、あわせて改正をさせていただきます。 

 項番の１「改正理由」ですけれども、プールの利用団体がコース単位でプールを使用する場合の

貸出しできる上限コース数を設定するということで、改正をさせていただきます。個人利用におき

ましても、区外の人が在住者等と同伴の場合に学校屋内プールを使用できるようにするための改正

となります。併せまして、スポーツセンタープールの利用休止期間に解放する芝浦小学校のプー

ル、来年３月で開放終了する高松中学校プールに関する規定を改正いたします。 

 項番の２「改正内容」についてです。まず、（１）ですが、貸出しできるコース数の上限につい

て、規定を追加いたします。使用可能なコース数として、全５コースの学校につきましては３コー

ス、全６コースの学校については４コースを上限といたします。（２）使用できる者の範囲といた

しまして、在住者等の同伴者を追加いたします。（３）開放プールの学校名及び位置、（４）プール

の開場時間につきまして、芝浦小学校を追加し、高松中学校を削除いたします。 

 なお、芝浦小学校の開場時間は、平日は午後５時から８時、休日等は午前１０時から正午まで、

午後１時から３時まで、３時半から５時半まで、６時から８時までと、それぞれの枠、時間枠とい

たします。 

 項番の３「公布日」は、令和７年１２月１２日を予定しております。 

 項番４「施行期日」ですが、令和８年１月１日に使用できるものの範囲を追加し、１月１３日に

芝浦小学校の追加、４月１日に貸出コース数の上限の追加と、高松中学校の削除ということで進め

させていただきます。 

 甚だ簡単ではございますが、説明は以上です。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお

願いいたします。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見はございますでしょうか。 

○中村委員 これ団体が借りる場合の貸出コースは、これまでは上限がなかったということですよ

ね。 

○生涯学習スポーツ振興課長 団体利用の場合、これまではプール全面を借りていただくという選

択肢しかなかったということになります。 

○中村委員 全面しか借りられなかったのですか。それはちょっと不自由ですね。分かりました。

ということは、結局上限を設定して、残りは個人の方に使ってもらうという意味では、個人の方が
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使える範囲が増えるという、そういうことですか。団体が入っても個人で使える部分が増えるとい

う意味で、そういう理解でいいですか。 

○生涯学習スポーツ振興課長 おっしゃるとおりの部分もございますが、まず団体利用枠におきま

して、複数の団体の利用希望が重なってしまった場合に、コース単位で借りられるようになると、

二つの団体が希望するコース数で一緒に使うことも可能となります。団体が重ならずに、一つの団

体が例えば６コースの学校で４コースまで使えますよという場合は、空いた２コースを個人利用に

も供することができますので、利便性が高まるということは、委員がおっしゃったとおりでござい

ます。 

○中村委員 分かりました。ありがとうございます。理解しました。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

○鈴木委員 ２９ページ、３０ページ以降、全て郵便番号が間違えているので、修正をお願いしま

す。「１０８－８５１１」に住所がなっておりますので、「１０５－」だと思います。２９ページだ

け訂正が入っていますけれども、それ以外が入っていないので、資料上の訂正をした方がよろしい

のかなと思います。 

○教育長 電話番号ですか。 

○鈴木委員 郵便番号です。気になるポイントなので。書物の最後は、間違っていたらまずいでは

ないですか、書類の。後で訂正対応になると大変なので。 

○生涯学習スポーツ振興課長 資料の立てつけが分かりにくかったかもしれません。２９ページ

が、今度改正をする内容ということで「１０５」になっておりまして、３０ページのところはこれ

までのものを載せていますので、「１０８」になっていると。 

○鈴木委員 これまでが間違っていたのですか。 

○生涯学習スポーツ振興課長 違っていたということです。 

○鈴木委員 理解しました。 

○生涯学習スポーツ振興課長 そのあたり、今回のこの改正にあわせて気がつきまして、郵便番号

の方も改正するということで載せてございます。 

○鈴木委員 誰も気づかなかったですよね。なるほど、分かりました。 

○教育長 ありがとうございました。ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは、採決に入ります。議案第７３号については、原案どおり可決す

ることにご異議はございませんか。 

（異議なし） 

○教育長 ご異議がないようですので、議案第７３号については原案どおり可決することに決定い

たしました。 

 

日程第２ 報告事項 

 １ 令和７年第４回港区議会定例会の質問について 
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○教育長 次に、日程第２「報告事項」に入ります。初めに、報告事項第１「令和７年第４回港区

議会定例会の質問について」説明をお願いします。 

○教育長室長 それでは、報告事項１についてご説明をさせていただきます。資料については、本

日付委員会報告資料Ｎｏ．１を御覧ください。報告資料のＮｏ．１になります。こちらについて

は、昨週１２月５日に閉会いたしました令和７年第４回港区議会定例会の質問につきまして、概要

をご報告させていただきます。代表質問、一般質問、合わせて教育長答弁が計３０問ございました

ので、主要なものについて要約してご説明させていただきます。 

 代表質問としては、まず１問目になります。１２問中の１番になりますが、自民党議員団のませ

議員から、項番は１４になりますが、教育長としての所信についての質問がありました。内容につ

いては次ページ以降に記載のとおりになりますけれども、これからの教育行政をどのように取り組

んでいくのかという内容で、ページは３ページになります。就任後に現場に伺う機会が教育長とし

て多くあり、役割の重要性ですとか、責任の重さなどを強く感じられたこと。新たに策定した教育

ビジョンの実現に向け、国際理解教育や、子どもが安心して学び成長できる環境の確保、そして生

涯学習・スポーツ分野での環境の充実などのお話を頂きました。現場を見ることの重要性などを含

めまして、全ての人を豊かにする、世界一の教育都市を目指して、全力で取り組まれるという内容

の答弁でございました。 

 続きまして、今度は下の５ページになりますが、同じく代表質問におきまして、公明党議員団の

池田たけし議員。５ページの下の段になります。９番の新設予定の都立高校との連携についての質

問がありました。現在、東京都教育委員会に実施校の特色や、検討状況等を確認しており、来年度

に教育課程等が示される予定であると聞いていること、また連携型も含めて検討を進めていくこと

を答弁してございます。 

 続きまして、次のページ、６ページ目の下段から７ページ目の上段にかけてです。同じく公明党

議員団・池田たけし議員から、１３番の（１）及び次のページの（２）で、区立学校の教育無償化

についての質問がありました。（１）については、教育委員会で実施しました「子どもの学習費に

関するアンケート」等を通じて実態把握を行っており、各家庭の負担割合が高い給食費や学用品費

については既に公費負担を行っておりますが、新入学期に必要となる物品等の費用負担については

課題と認識していること、また所得制限のない無償化の対象範囲や効果的な手法について検討して

いく取組のことを答弁しております。こちらが、池田議員の１３の（１）から（２）になります。 

 最後に、一般質問になります。項目としては２ページ目ですけれども、ページ番号といたしまし

ては、失礼しました、８ページになります。みなと未来会議の榎本あゆみ議員から、学級閉鎖の影

響について、それから振替休業日についてなどのご質問がありました。学級閉鎖等の臨時休業の管

理・実施やオンラインを活用した授業などの活用について、さらに振替休業についての考え方につ

いてもお答えしております。 

 簡単ではございますが、今回定例会での質問等の内容のご報告は以上でございます。よろしくお

願いをいたします。 
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○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はありませんか。 

○鈴木委員 一番最初のオンライン英会話教室についての質問、さいき先生ですね。さいき議員か

ら挙げられていると思いますけれども、こちらは非常に内容のいいもので、自分の娘も利用させて

いただいたのですが。やはり中３の秋にスピーキングテストがあります。４月からこのコースが始

まっていたかなと思われるのですけれども、やはりそこから短期間でスピーキングは、上達はしま

すけれども、短期間でものにするのは非常に難しいと思います。港区全般的にスピーキングテスト

の点数はいいとは思うのですけれども、やはりＡ＋３、プラス３かな。それを取るという意味で

は、低学年、１年生、２年生の拡大というのを積極的にご検討いただくのがいいかなと思います

が、今、現状どのような形で拡大を考えていらっしゃるか教えていただきたいです。 

 あともう一件、インフルの学級閉鎖の件なのですけれども、やはりうちの娘も学級閉鎖になって

しまいました。そのときの対応というのが、学校によって違うとは思うのですけれども、突発的な

ものなので、その３日間の課題というものが、中学生ですが、非常に無理があるものだなと思いま

した。例えば社会の、歴史の文言を１０回ずつ書け、ノートに書けとか。これは、やる意味がある

かなと思います。もちろんやらせましたけれども、正直、突発的な休校なので、それに対応できる

ようなテキストが用意されていないのには問題があるなと私は思いました。 

 自習ノートに何回も同じことを書かせるような宿題を出しても正直、その時間に違う勉強をした

方が効率的だなと思いますので、例えば「オンラインで授業ができる」でもいいのですけれども、

もっとＩＣＴを利用して持ち帰らせて、デジタルで勉強ができる。教科書がなくても、突発的なの

で教科書を持って帰ってきていない子とかもいると思うので、そういったときにきちんとオンライ

ン上で、各学校どんな、学校でもやってもこの範囲を勉強できるよというものを学級閉鎖のときに

与えるとかいうような形で、学校全体に徹底していただけるといいなとは思っているのですが、

今、現状、全学校にお任せしているものなのか、現状を教えていただけたらありがたいです。 

○先端教育担当課長 まず、オンライン英会話のレベルアップに関するご質問でございますが、こ

ちらは令和５年度から、中学３年生を対象に、委員がおっしゃったとおり、いわゆる東京都のスピ

ーキングテスト対策として実施してございます。やはり３年生が、今やはり塾とかにもともと通っ

ていて通いづらいというお声もあったりとか、もっと早く、１、２年生の段階からぜひ伸ばしたい

というお声もありましたので、次年度以降は対象学年を１、２年生に拡大ということと。あと今、

グループレッスンをやっているのですけれども、それに加えてマンツーマンというものと、あとは

自習できるように、生成ＡＩとかを活用した英会話のアプリの導入などもあわせて今検討している

という状況でございます。 

○鈴木委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育指導担当課長 ご意見ありがとうございます。現状、教育課程の執行は、校長が専決で持っ

ているものでございますので、基本的に校長がその学校の現状に応じながら課題等を提出する。課

題の内容に関しては、指導・助言を、指導主事が行っているところですので、現状、各学校にもお

話ししているのですが、子どもに、どれくらい感染が蔓延しているのかという状況を含めて、どう
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いう課題を出すかということに関しては、今後、確認しながら指導していかなければいけないと考

えております。例えばオンデマンド型を見て、自分側で感想を書いたりとか何かノートにまとめた

りという課題を用意することや、それこそある程度回復期に入るのであればオンライン型の授業を

実施して、子どもたちが見て一緒に学習できるような形にするとかということは必要である旨は話

しています。どうしてもプリントだけとか、今委員がおっしゃった内容のことを行ってしまうと、

それに教育的効果があるかどうかというのは本当に疑義が出るところもあると思いますので、その

ようなことがないように、今後指導していきたいと考えています。 

○鈴木委員 それぞれの説明、よく分かりました。ありがとうございました。特に蔓延する時期

が、期末テストとか中間テスト、要は定期テストの周辺に起きることが多くて、やはり子どもたち

は焦るので、焦る中でそういったちょっと意味不明な宿題が出されると、余計焦りが増えると思い

ますので、時期も含めて、きちんとしたバックアップ体制というのを、区から、きちんと学校に

も、こういうものがあるよというのを提示していただけると、区内バランスよく、皆さん困らずに

過ごせるのではないかなと思います。よろしくお願いいたします。 

○教育長 よろしくお願いいたします。ほかは。 

○山内委員 では、今の関係で。学級閉鎖のときの対応は大変ですよね。つまり、朝の登校状況を

見て、急に今日は学級閉鎖となる場合もある訳ですから。そこで何か課題を用意するのは結構大変

だというのも一つですよね。確かに今、鈴木さんがおっしゃるように、何か課題を出さなければい

けないのだけれども、不適切な課題となるとより問題だという話があって、だからちゃんとした課

題を用意してくださいというだけですけれども。そう考えると、課題を常にしっかり用意して出さ

なければいけないというふうになると、その中で実は教員も縛られて、逆に不適切な課題が増えて

しまうという。逆に、もうちょっと緩やかに考えて、課題はあっても自習的な時間を十分取れるよ

うな扱い方だってあったっていいと思うのです。生徒それぞれ、自分の勉強の様子に合わせて、逆

に自由に勉強できる時間としてそれがもらえると考えれば、もっとそれを自分たちで主体的に使え

るようにサポートするというのもありではないかと思います。だから、その加減をどう調整するか

というのが、校長のある意味で見識なのだというふうに思います。 

○教育指導担当課長 ご意見ありがとうございました。まさに管理職がしっかりとどういう計画で

出すのかを、組織の中でしっかり確認しながら設定すべき話だと考えます。今話をお伺いするとこ

ろが、管理職がどこまで手が入っていたのか、どこまで把握して出していたのかは、それを確認し

ていく必要があると考えます。むしろ、今学校に対して指導しているのは、感染が出そうなとき、

実際にある程度感染人数が少しずつ増えているときは、もう危ないなというところで各学校が準備

しておくことが大切です。その段階でしっかりと、今どういう状況でどういう宿題を出すというこ

とを、また課題ではなく本当に自習という形で評価するものを出すのかとか、そういうものを含め

て検討して進めることを指導していきたいと考えます。ありがとうございます。 

○教育長 ご意見ありがとうございました。 

 ほかは、よろしいですか。 
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 それでは、この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 ２ 幼稚園における「こども誰でも通園制度」の実施について 

○教育長 次に、報告事項第２「幼稚園における『こども誰でも通園制度』の実施について」説明

をお願いします。 

○学務課長 それでは、「幼稚園における『こども誰でも通園制度』の実施について」、資料Ｎｏ．

２のご報告をさせていただきます。令和８年度から区立幼稚園２園、私立幼稚園１園において、

「こども誰でも通園制度」を実施するものでございます。 

 項番１「背景」ですが、国は法改正により、月のうち一定時間の枠の中で、就労要件を問わず時

間単位等で柔軟に利用できる通園制度として、「こども誰でも通園制度」を創設しました。具体的

に申し上げますと、在宅子育て家庭など、教育・保育施設等を利用していない未就園児等を対象

に、同年代の子ども同士の触れ合いや、家族以外の人との関わりなど、家庭とは異なる経験を提供

する預かりを行う制度でございます。 

 令和７年度の実施は自治体の判断次第とされておりましたが、令和８年度からは法定の給付制度

として本格実施され、全自治体においての実施が義務付けられているところでございます。 

 項番２「港区における『こども誰でも通園制度』について」です。対象児童は、教育・保育施設

等に未就園の児童となります。対象年齢は、生後６か月から２歳児クラスまでとし、利用可能時間

は月２４時間を上限、利用料は無料とします。なお、国制度に上乗せをした実施内容となっており

ますので、参考に比較表を添えております。 

 裏面、項番３では、区立・私立園での実施内容を示しております。区立園では中之町幼稚園と高

輪幼稚園の２園、私立園では明徳幼稚園の１園で、記載のとおり実施いたします。 

 項番４は「利用者の決定方法」です。区立園では、区が利用申請を受け付け、決定し、私立園で

は実施園が行います。 

 項番５「財政規模」としては、現時点で見込みですが、歳出で１，０００万円余、歳入で１２０

万円余となっております。 

 項番６「今後のスケジュール」ですが、本日の報告の後、来週の区民文教常任委員会報告を経ま

して、年明けから周知等を開始し、４月からの事業実施を予定しております。 

 雑駁ですが、ご報告は以上です。よろしくお願いします。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はありますでしょうか。 

○中村委員 私立園が明徳幼稚園になった経緯は何かあるのですか。 

○教育長室長 明徳幼稚園については、今年度も既に、東京都が実施する多様な他者との関わりに

関する事業ということで、こども誰でも通園制度と同様に、未就園の児童を定期的に預かるという

ような事業もされていらっしゃいます。今回、国制度の本格的な実施に当たって、私立幼稚園も各

園に意向確認を行いました。その結果として、手が上がると言いますか、希望を出されたのが、現

状では明徳幼稚園さん１園ということでしたので、今回については明徳幼稚園を対象としてという
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ことで私立幼稚園は考えているところです。ただ、今後状況によって拡大してくる可能性はありま

すので、そこはご相談があれば丁寧に、各私立園に応じていくというようなお話はさせていただい

ているところでございます。状況としては、以上でございます。 

○中村委員 ほかの私立幼稚園にも声をかけた上で、ここしか手が上がらなかったということなの

ですね。 

○教育長室長 委員のおっしゃるとおりです。ご案内としては、全園にさせていただいているとこ

ろです。 

○中村委員 明徳以外の私立幼稚園の反応と言いますか、そういうのがもし分かれば教えてほしい

のですけれども。 

○教育長室長 全園にヒアリングをしているという訳ではなくて、お知らせはもちろんしていまし

て意向調査はさせていただいているのですけれども、おそらくですが、例えば設備の面で、保育に

ある程度の場所が必要であったりですとか、あとは保育に必要な人員が必要だったり様々な要素も

ありますので、それもあって、新年度からのすぐの実施というようなことは、今のところ、明徳幼

稚園さんだけというようなことかなと思っています。 

 あとは個別の状況については、また繰り返しになってしまいますけれども、ご相談があったとき

丁寧にご説明していければなというふうに思っております。 

○中村委員 この実施にかかる費用は、取りあえずは公費で出るのですよね。例えば人員を補充す

るとか。そういう費用は出るのではないですか。出ないのですか。 

○教育長室長 補助という形で、預かり保育にかかる人員の補助制度というものを考えていますの

で、費用としては一定程度お出しできるというようなこと。まだ予算が確定していませんので、事

業規模というような表現でお書きをさせていただいておりますけれども、このことは考えておりま

す。 

○中村委員 全額出る訳ではなく、一部補助ということですか。 

○教育長室長 実際の人員の費用というのは、園によって差異がおそらくあるとは思うのですけれ

ども、一定の基準に従って補助が出せるようにということで、今調整を進めているところでござい

ます。 

○鈴木委員 港区立は２園を選んだ経緯を教えていただきたいのと、おそらく来年度の、後程報告

に入ってくるとは思うのですけれども、その人数と何か関係しているのかということを教えていた

だきたいのと。区立幼稚園が報酬、これは２校で、５番の（１）のアです。これは、区立幼稚園２

園での報酬になるのですか。補助金、私立の補助金が１園に対しての補助金になりますかね。お教

えください。 

○学務課長 まず、２園を選んだ理由について、ご説明させていただきます。別件でご報告させて

いただきました預かり保育の拡大をする園が、まず６園ございます。人員体制的なフォローが必要

になるということから、その６園を外した上で、あとは地理的なバランスを考えてこの２園を選定

したという経緯でございます。 
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 またもう一つ、この後のご報告事項の園児募集の状況に関連するのかというご質問ですけれど

も、基本的にこの「誰でも通園制度」は、多くの方に、在宅子育て家庭の方にも幼児教育に接して

いただく機会を設ける制度となってございますので、端的に申し上げますと園児獲得という、幼稚

園に目を向けていただく制度ともなっているところから、今後この園児募集、区の幼稚園の魅力向

上の一助となっていく制度であると考えております。 

 あと３点目の、報酬の金額ですが、こちら区立幼稚園の金額は、２園に適用となっております。 

○鈴木委員 それぞれの、ということですか。 

○教育長室長 私立幼稚園については、現状手が挙がっている明徳幼稚園１園に対しての価格とい

うふうに、今、予算上は想定をしているということです。 

○鈴木委員 分かりました。 

○教育長 よろしいでしょうか。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、よろしいでしょうか。 

 それでは、この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 ３ 令和８年度港区立生涯学習センター及び港区立青山生涯学習館の臨時休館について 

○教育長 次に、報告事項の第３「令和８年度港区立生涯学習センター及び港区立青山生涯学習館

の臨時休館について」説明をお願いします。 

○生涯学習スポーツ振興課長 それでは、報告資料Ｎｏ．３を御覧ください。生涯学習センター、

青山生涯学習館、それぞれの令和８年度の臨時休館についてご報告をさせていただきます。資料項

番の１「臨時休館日」ですが、それぞれ記載の日程でございまして、生涯学習センターは計１０日

間、青山生涯学習館は計４日間となります。 

 続きまして項番の２、休館「理由」ですが、消防設備点検、定期清掃などを行うためということ

になります。 

 項番３、項番の４、あわせてご説明させていただきます。１２月１５日に告示をいたしまして、

広報みなと、区ホームページ、施設予約システムなどにより周知をしてまいります。 

 甚だ簡単ですが、ご説明は以上となります。 

○教育長 これは例年やっているものですかね。 

○生涯学習スポーツ振興課長 はい。 

○教育長 ということで、ご質問等はございますでしょうか。それでは、この報告事項は以上とさ

せていただきます。 

 

 ４ ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０２５の開催結果及び２０２６大会の開催予定日につ

いて 
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○教育長 次に、報告事項の第４「ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０２５の開催結果及び２

０２６大会の開催予定日について」説明をお願いします。 

○生涯学習スポーツ振興課長 「ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０２５の開催結果及び２０

２６大会の開催予定日について」のご報告となります。資料４を御覧ください。まずは項番の１で

すが、１１月１６日日曜日、８時半に、ユースランから順次スタートいたしました。昨年は８時３

０分の時点で既に気温が１８度ありまして、非常に暑い日となりましたが、今年は平年並みの気温

で、ランナーにとっても走りやすい気候でございました。 

 項番の２「参加者数等」です。ハーフマラソンは、今回から「ワールドアスレティックス」の認

証コースとなりまして、国際的に記録が認められる大会として開催をいたしました。５，２１９人

が出走しまして、４，９６２人が完走、完走率は９５．１％と、昨年よりも上がっております。ま

た、今回から本種目となりました中高生対象のユースランですが、６１人が出走し、６０人が完

走。このうち区立中学校の生徒は、５校から１２人が出てくれまして、全員男子でございました。 

 項番の３、収容関門でのリタイアの人数ですけれども、ハーフマラソンでは１９６人と、昨年よ

り大きく減少いたしまして、ユースランでは０人という結果となっております。 

 項番の４、表彰者については記載のとおりですけれども、ハーフマラソンの陸連登録者の部（男

子）１位のランナーの方は、前回大会に続き２連覇を達成しております。また、一般の部では、男

子女子ともに大会記録が更新されておりまして、大会のレベルもますます上がってきているという

状況です。ユースランにつきましては、今回が本種目として初めての開催のため、各部門の１位の

記録が大会記録となりますけれども、資料記載の上位者のうち中学生の部（男子）３位の方が、三

田中学校の生徒です。 

 項番の５「大会当日の交通規制」についてですが、予定より５分から１５分遅れての解除となり

ました。また、緊急車両の通行を優先させるためにコース上５か所の緊急交差点を設定しておりま

すけれども、御成門交差点において、１回ランナーと止めて緊急車両を通行させるという結果がご

ざいました。 

 項番の６「救護対応」についてです。昨年、ランナーの１人がお亡くなりになるなど、重篤な状

態で救急搬送されたケースが多かったことを踏まえまして、今大会では医師の監修によるメディカ

ルチェックシートを全ランナーに配布して、健康管理への意識啓発を行ったほか、レストステーシ

ョンの設置やメディカルランナーの導入など、新たな取組を加えまして、より安全・安心な大会と

して運営をいたしました。その結果、今回は救急搬送が３件ありましたが、全て軽度の症状で、搬

送されたランナーの方もすぐに回復されたということを確認できております。 

 項番の７、大会当日の問い合わせ等ですが、交通規制・迂回路案内の計７件、苦情３件など合わ

せて２２件ございました。 

 項番の８、中学生ボランティアについてです。今大会も地域の団体、事業者から約１，０００人

のボランティアさんに従事いただきまして、このうち区立中学生のボランティアは、１０校中９校

から２５人。本人の希望に基づきまして、４人を総合案内での通訳業務、２１人をランナーへの給



 

- 20 - 

 

水業務に配置をいたしました。通訳業務に従事した４人ですけれども、内訳としては、男子１人、

女子３人。いずれも英語が話せるということで、実際に外国人対応を行っていただきまして、同じ

く総合案内に配置されていた区の職員から、すごく助かったという声が届いております。給水業務

に従事した中学生は、男子６人、女子１５人でした。ランナーがひっきりなしに通過するポイント

で頑張ってくれまして、１人の生徒から、かなり忙しかったけれどもすごく充実していたと、楽し

かったという感想を頂いております。 

 最後に、項番の９、来年の予定でございます。例年開催日を１１月の第３日曜日としておりまし

て、来年は、令和８年１１月１５日を開催予定日といたしまして、今後、東京陸上競技協会や警視

庁などと協議・調整の上で、来年３月に開催する「港区マラソン実行委員会総会」にて正式に決定

をすることとしております。 

 説明は以上です。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

○鈴木委員 大会に参加された方、数多くご意見を頂戴したところ、皆さん、非常にすばらしい大

会だったというお話をされていましたので、まず感謝申し上げます。特に中学生の方の保護者から

聞きましたけれども、やはりこういった機会があるのは、子どもたちのモチベーションのためにも

非常によかったというお話を、表彰台には乗れなかった方もいましたが、よかったというお話を頂

きました。 

 今後、中学校の方では、ボランティアの募集のチラシと、この出場のチラシというのが、「すぐ

ーる」、アプリの方の配信と紙の配布があったと記憶しております。連携という意味で、もし体育

の授業とかでこういったものをもっと、特に男子中学生とかはプリントとかをきちんと持って帰ら

なかったり、保護者の方も忙しくてアプリの方で確認をされない方が多いので、「そんなのあった

んだ」というご意見もちょっと頂いたので、もし可能であれば授業の一環で、こういった持久走の

タイミングでもあるので、もっと港区の子どもたちが参加しやすいような取組をしていただけると

もっといいかなと思います。 

 それから、救急搬送が今回は軽度だったということで安心いたしました。 

 あとステージの部分でも、何人かのグループの方々に「非常にいい機会を与えていただいて感謝

しています」という声をいくつも頂きました。その中で、大変恐縮なのですけれども、サブステー

ジの方の広告が横断幕のように横に流れていて、その高さがおそらくこのくらいの高さまであると

ころがサブステージだったと思うのです。道路の反対側というか半分側を使って。そちらが、高さ

がかなり高いところまで広告が入っていたので、団体で参加しているお子さんたちが、ほぼ顔しか

見えないぐらいのステージしかできなかったのが、ちょっと残念だったというご意見を頂いたの

で。やはり小さい子たち、幼稚園生から出ているので、その幕から顔が出なくて、体の踊っている

部分が何も見えなかったらしいのです。なので、来年度以降、もし広告を変える予定があるのであ

れば、小さいお子さんが、あちら申し込んでいらっしゃると思うので、ステージに出たいというこ
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とで歌だったり踊りだったりで出ていらっしゃると思うので、小さい、幼稚園生も出演することを

イメージした高さのサブステージにしていただけるといいかなと思います。 

 でも、出られた方も、ステージの方も出場者の方も、非常によい大会だったということを皆さん

おっしゃっていましたので、それは伝えておきたいです。ありがとうございました。 

○生涯学習スポーツ振興課長 ありがとうございます。まず、生徒への周知につきましては、特に

ユースランは定員２００名のところが全体でも６０人程にとどまってしまったというところもあり

まして、もっと多くの中学生、高校生に出てもらいたいと思っておりますので、来年に向けて、頂

いたご意見も踏まえて、また周知を工夫してまいります。 

 ステージに関しては、こちらでも改めて確認をいたしまして、せっかく出ていただいている子ど

もの顔が見られるように、それを見に来ている保護者さんもいらっしゃるかと思いますし、みんな

が気持ちよく過ごせる場となるように工夫してまいります。ありがとうございます。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

○中村委員 ユースランは何キロでしたか。 

○生涯学習スポーツ振興課長 ３．６キロです。 

○中村委員 今、ユースランは２００名募集して６０名くらい。ちょっと少ない。距離が短いので

はないですかね。特に高校生にしては、３．６キロだとどうなのかなという。やはり足に、健脚、

自信がある高校生くらいだと、ちょっと３．６キロは短いのでは、だから少ないのではないか。も

ちろん長くすると管理する側は管理が大変になるので、限界があるとは思いますけれども、増やす

のだったらもう少し、中高、距離を別にするなりとか、運営が大変でしょうけれども、ちょっと距

離が短いからではないかなと思いました。 

○生涯学習スポーツ振興課長 ありがとうございます。ハーフマラソンとスタート位置を変えない

ような形でまずは出走していただいて、そこから折り返しが多くあると、なかなかハーフマラソン

との兼ね合いで運営が難しいという事情もあって、ゴールの位置に設定できるところとの距離で

３．６キロとなっておりますけれども、頂いたご意見も踏まえて、今後様々な改善というのは考え

ていく必要があるかと思いますので、そうしたときの参考にさせていただきます。ありがとうござ

います。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。では、さらなる改善を目指してということで、よろしくお願いしたいと思

います。それでは、この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 ５ 令和８年度港区立幼稚園園児募集の状況について 

○教育長 次に、報告事項の第５「令和８年度港区立幼稚園園児募集の状況について」です。説明

をお願いします。 
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○学務課長 それでは、「令和８年度港区立幼稚園園児募集の状況について」でございます。資料

Ｎｏ．５を御覧ください。一斉募集期間である１１月１１日から２１日の間の応募状況となってお

ります。初めに、応募人数の前年度との比較ですが、表の右下を御覧いただきますと、昨年度１９

７名に対し１９２名と、ほぼ同水準となっております。また、網かけをしておりますとおり、今回

の令和８年度から３歳児を開始する赤羽幼稚園で、抽選となりました。 

 次に、米印の注釈について補足の説明をいたします。裏面もあわせて御覧ください。まず、「※

１」としまして、前年度の応募人数は、一斉募集期間における人数となっております。また、「※

２」としまして、高輪、三光、青南幼稚園の３歳児クラスについては、今回の一斉募集期間におい

ては１０人を割り込んでおります。ただ、このうち三光幼稚園については、本日時点では１０人を

満たしているという状況ではあります。ですので、三光幼稚園以外の２園につきましては、来年度

の同時期、１１月に実施する令和９年度園児募集開始までの間、引き続き１０人未満の状況が続い

た場合には、下段に記載する園児募集停止基準の１年目に該当することとなります。 

 甚だ簡単ですが、報告事項は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

○中村委員 高輪と青南の、この１０人以下になったという理由というのですかね。何か、これが

理由ではないかという、もしもあるのだったら教えてください。 

○学務課長 推測でございますけれども、データとして住民登録者数がこの学区域で減少している

というところを確認しております。具体的に申し上げますと、高輪台小学区では前年度比１８％

減、青南小学区では１１％減というような状況が認められてございます。 

○中村委員 分かりました。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

○教育長 それでは、この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 ６ 学校法律相談の令和７年度上半期実施状況について 

○教育長 次に、報告事項６「学校法律相談の令和７年度上半期実施状況について」説明をお願い

します。 

○教育指導担当課長 それでは、資料Ｎｏ．６「学校法律相談の令和７年度上半期実施状況につい

て」報告させていただきます。本件は、令和７年４月１日から９月３０日までの学校法律相談の実

施状況についてご報告するものでございます。学校法律相談の担当弁護士への相談回数は、記載の

とおり３６回でございました。参考までに、令和６年度上半期の相談件数は１８回、下半期は４７

回でございます。また、保護者等との面談への同席制度の利用はありませんでした。 

 その下に、原因別、相談内容別の内訳表を示してございます。各行の上段の白枠は相談回数、下

段の灰色の枠は相談事案件数となってございます。白の右下にございますとおり、相談回数は３６

回ですが、相談事案件数は１７件となっており、複数回にわたって相談があった事案があったこと
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を示してございます。原因別で見ますと「子どもによる事故・トラブル」及び「保護者のトラブ

ル」による相談回数が多く、相談内容別で見ますと「学校（園）運営的事項への助言」が多いとい

う状況になっております。 

 「子どもによる事故・トラブル」では、これまでと同様に子ども同士のふざけ合いやけんかでの

負傷によるもめごとの対応の相談が多く、保護者トラブルは、保護者からのカスタマーズハラスメ

ントと思われる事案への相談、内容の相談も見受けられました。 

 甚だ簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

○中村委員 相談、現場の学校長、管理職等からの、相談員に対する不満とか、そういうものは出

ていませんか。 

○教育指導担当課長 今ヒアリングしている限りは、特に出ているところはないです。レスポンス

を非常に早くやっていただいているところもありまして、そこの部分については満足している部分

があるのと、あと同席に至る前に収まっているところも多くありますので、今回も同席制度は利用

していないところであります。 

○中村委員 分かりました。 

○教育長 ほかは。 

○鈴木委員 複数回相談をされている事案というのは、具体的にどういったもめごとになっている

ものなのか、教えていただければと思います。 

○教育指導担当課長 ありがとうございます。具体的な細かいところはなかなか述べるところは難

しいところがあるのですが、例えば相談で言ってきた内容が法的なものに準じるものがあって、こ

れが法的に、対応が問題あるのかないのかを確認したり、その後、手紙による、文書による回答を

求められた際に、文書内容がこれで正しいかどうかなどの相談であったり、さらに進んでいくと、

今度は同席の状況が必要なのかどうか、弁護士の同席が必要なのかどうかまでの相談ケースがあっ

たりとかということです。 

 カスタマーハラスメントの相談などだと、１回あって、これがカスハラに当たるのかということ

を確認した上で、もう一回相談して、こういう形で収まりがつきましたというご報告も含めての相

談という形が、複数回になっているものが多いです。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいですかね。それでは、本件についての報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 ７ 令和６年度港区におけるいじめ・不登校調査の結果について 

○教育長 次に、報告事項の第７「令和６年度港区におけるいじめ・不登校調査の結果について」

説明をお願いします。 
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○教育指導担当課長 続いて、資料Ｎｏ．７「令和６年度港区におけるいじめ・不登校調査の結果

について」でございます。資料の方を御覧ください。初めに、いじめ調査の結果についてでござい

ます。１ページ目に結果の表、２ページ目には学年ごとの発生件数やいじめ発覚のきっかけ、いじ

めの様態の方を表記しております。 

 こちらの方、令和６年度のいじめの認知件数は２８７件となり、前年度に比べ３０件減少してお

ります。中学校においては、「悪口や嫌なことを言われる」件数が上がっている状況でございまし

て、こちらは教員が、子どもの様子を見取る力がある程度高まってきているところと、あと教員自

体がいじめの定義を理解できている部分もあるのかなというところで考えております。引き続き積

極的ないじめの認知ができるよう、各学校に対しては強く指導してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 学年ごとの発生件数についてでございます。小学校低学年は、ささいなトラブルでも学級担任に

伝えるという傾向があります。一方、高学年、中学生においては、発達段階が上がるにつれ、思春

期でなかなか大人にはこの内容は伝えることはなく、子どもたちの中で解決しようとする傾向があ

るところがあります。どの学年であっても、ささいな問題を見過ごすことなく、しっかりと未然防

止、早期発見、早期対応につなげるよう、各学校に対して改めて指導してくる予定でございます。 

 いじめ発覚のきっかけにおいては、小学校においては、「本人による報告」が１１７件、中学校

においては「担任による発見」が１２件と、最も多くなっております。こちらの方も、ある程度教

育相談体制が整ってきている部分もあるかなというところで、考えているところでございます。 

 いじめの様態の中では、全国、港区ともに「悪口や嫌なことを言われる」等の言葉によるものが

最も多くなっており、相手の気持ちを十分に考慮せず発言してしまう児童・生徒が多いものと考え

ております。 

 今後の港区の対応の取組についてでございます。引き続き毎月１回、小・中学校全ての学級にお

いて「学校生活アンケート」を行うとともに、６月、１１月、２月に、幼稚園、小・中学校におい

て「ふれあい月間」を実施し、いじめやいじめに類する事案の点検、校内体制の見直し等の取組を

進めてまいります。また、スクールカウンセラーの面談、相談窓口の周知、いじめ防止に関わる授

業など、しっかりとした取組に加えて、今後、いじめ問題のフロー、幼稚園、「幼児教育版 いじ

め事態ガイドライン」などを作成し、各学校、幼稚園等に周知して進めてまいりたいと考えており

ます。 

 また、来年度以降は期間研修の形で、幼稚園、保育園の先生方を含めた形での研修も実施するこ

とを考えているところでございます。さらに、いじめ相談に関するポータルサイトあたりをつくっ

ていきたいところで、取組を進めているところでございます。 

 続きまして、次に不登校調査の結果でございます。５ページ、６ページになります。５ページの

方は欠席日数等を掲載し、６ページには要因を記載してございます。６、７ページの方に移りま

す。「不登校調査結果の考察」でございます。小・中学校の不登校の件数は、全国で増加しまし

た。進学や将来に関する過剰な親からの期待や、自分への自信のなさ、不安などによる不登校が多
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いと考えております。一方、港区では、小学校・中学校ともに昨年度よりも少し減少しておりま

す。小学校では前年度比マイナス２９人、中学校では前年度比マイナス１５人です。しっかりと教

員が、児童・生徒一人ひとりの実態に応じて心に寄り添う対応、受容する対応の取組がある程度で

きて、学校が居場所となっているものと捉えております。 

 今後の港区の取組についてでございます。適応指導教室、校内別室指導など、子どもたちの教育

機会を保障する体制整備を進めてきたところでございますが、令和７年度に新たに「学びの多様化

学校 Ｍｉｎａｔｏ Ｓｃｈｏｏｌ」を開校しているところでございます。不登校児童・生徒、不

登校生徒に応じたキャリア教育重点化教育課程を編成して、しっかりと子どもたちのチャレンジ意

欲や個性・能力を伸ばす指導を引き続き行ってまいります。 

 また、スクールソーシャルワーカーを週１日６時間に拡大して、教育相談体制の強化にも努めて

おります。さらに、フリースクールを利用する家庭への支援として、東京都のフリースクール等利

用支援事業助成金を受給する保護者に対して、さらに区独自で２万円を支給する形をとることや、

１１月の生活指導主任会でフリースクール連絡協議会を開催し、学校とフリースクールの連携の在

り方について、教員とフリースクール担当者が協議する機会を設けています。また、保護者に対す

る支援ということで、教育センターの心理士による相談会「みんなとＭｅｅｔハナミズキ」、不登

校児童・生徒保護者同士が悩みを共有して新たなコミュニティづくりをできるように支援する「み

んなとＭｅｅｔｉｎｇハナミズキ」を開催ということでございます。 

 今後も、児童生徒が心身ともに健やかに育つことができる環境整備について、努めてまいる所存

でございます。甚だ簡単でございますが、報告は以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

 ６ページの「今後の港区の対応」というところなのですけれども、これは全国的に見て「この取

組は新しい」というものがあれば紹介してもらえますか。 

○教育指導担当課長 「これは」というところはなかなか難しいところがあるのですけれども、保

護者同士が相談できるようなコミュニティづくりというところで「みんなとＭｅｅｔｉｎｇハナミ

ズキ」というのを立ち上げて今年度行って、今度も行うのですが、こちらの方はなかなか他地区で

はあまりやっていないものなので、こちらはいいかなというところかと思います。ここからフリー

スクールに通ってみたいとか、うちの子こういうところがやりたいというところで、教育相談につ

なぐことができたりとかということでの効果も見られているところでございます。 

○教育長 ありがとうございます。ほかは、いかがでしょうか。 

○鈴木委員 二つあります。まず一つ目が、いじめの方なのですけれども、現在年間で３回以上行

っているということですが、各学校、全てバランスよく３回以上やられているという認識でよろし

いでしょうか。特に子どもたちは、学期に一回では正直足りないのかなと思う印象があると思うの

で、いじめに関する授業というのが、具体的にどういった授業をしていて、それによって子どもた

ちが月に１回なり、学期に１回となってくると、ちゃんと響いているのかなというのが、特に小学
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校の方では感じる部分があるので、具体的にどういうものをやられているかというのを教えていた

だきたいです。 

 それで、もう一点目がフリースクールの方ですが、実際にこれを利用された方が、もう人が変わ

ったようにすばらしい成長を遂げたというお話を聞いて、「すばらしい取組だね」というのをおっ

しゃっていた保護者の方がいらして、非常に感謝されていました。この後にまた出てくるとは思う

のですけれども、今、利用者数がどのくらいで、今後見込まれるのがどのくらいになるのかという

のを教えていただければと思います。 

○教育指導担当課長 ありがとうございます。いじめに関する授業は年３回です。基本は道徳に関

わる授業で、その道徳に関わるところの価値項目、内容が概ね年３回に関わるところなので、行っ

ている。「以上」という形で示しているのは、その中でも学級、特別活動、学級の中での話し合い

の場面で、こういうところを取り上げて使ったりとか、授業外のところで外部の方に来ていただい

てお話を聞いたりなども行っているところです。あくまでも未然防止に関わるところなので、事例

に基づきながらという形でよりは、「こういうことがあった場合、あなたならどうする」とか、そ

ういうところで議論させたり考えさせたりということを行っているところです。どうしても教育課

程の編成をする中で、授業時間数も限られている部分があるので、そこからのプラスアルファにつ

いては、実態と学校の校長の方針の中で行っていくところで、やっているところでございます。 

 今後、そこの部分については、必要に応じては、充実、中身の方を考えさせながら工夫させてい

きたいというふうには考えていまして、好事例などは生活指導主任会で情報共有をさせております

ので、そういうところも含めて、今後教育課程に反映させていきたいと考えています。 

 フリースクールの方については、ありがとうございます。昨年度は、６０名余が東京都の取組に

よって行っています。今年度も引き続きこの程度が想定しているところでございますが、どうして

も申込み率が、今９月の過ぎている段階でも多いので、今後も増えていくものだなというところで

捉えて、しっかりと支援に割り当てられるようにとは考えているところでございます。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいですかね。いじめも不登校も、すぐ解決するようなものではないので、ぜひ息の長い取

組、いいものはどんどん取り入れていくという姿勢でお願いしたいと思います。 

 それでは、この件については以上とさせていただきます。 

 

 ８ 令和７年度第２回港区教育委員会いじめ問題対策会議の報告について 

○教育長 次に、報告事項の８「令和７年度第２回港区教育委員会いじめ問題対策会議の報告につ

いて」説明をお願いします。 

○教育指導担当課長 続きまして、資料Ｎｏ．８「令和７年度第２回港区教育委員会いじめ問題対

策会議（第２回）の報告について」でございます。資料を御覧ください。１枚目は内容のものがご

ざいますので、御覧いただければと思います。２ページ目からです。「議事」につきまして、「議 
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事」から御覧ください。私の方から、令和６年度のいじめ認知件数等を報告いたしました。さら

に、園で起きたいじめに類する事例として、問題ケース会議を立ち上げた、調査し報告書を出した

事案について報告いたしました。 

 さらに、２学期における学校のいじめへの対応ということで、区立小学校長会副会長の矢部洋一

委員から、児童が安心して相談しやすい雰囲気をつくるとともに、日頃から学級の児童の表情、言

動などに変化がないか丁寧に観察することや、就学支援シートを活用した引継ぎ等に関する話があ

りました。また、区立中学校長会副会長の中山幸子委員からは、いじめまたはいじめに疑われる事

案があった場合は、担任１人で抱えることなく「いじめ対策委員会」を即日開催し、対応を協議す

ることや、生活指導上の課題について生活指導主任会で情報共有することを、管理職間でも情報共

有を行っている旨の話がありました。 

 「意見交換」のところでは、各委員からご意見を頂きまして、いくつか紹介いたしますと、子ど

も家庭支援センターの相談支援担当課長から、実際の相談内容に応じて心理的なサポート、保健師

との面談、医療的な支援につなげることがある旨の話。また、学校法律相談弁護士の長濱晶子委員

からは、初期の段階から対応をして、客観的な事実を残していくこと、組織的に対応をすることの

大切さについてお話がありました。また、埼玉学園大学教授・藤枝委員からは、場合によっては、

実際に保護者に保育や教育活動を見てもらうこと、また判断に迷う場面があればすぐに教育委員会

に一報を入れることの徹底、ここが大事である旨のお話を頂いたところでございます。 

 簡単ではございますが、報告は以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

 ちなみに、警察、赤坂警察が抜けていますね。 

○教育指導担当課長 失礼いたしました。 

○教育長 後で追記しておいてください。教育委員の先生方、出席された方がいらっしゃると思い

ます。非常に中身の濃い会議ですので、これからも引き続きそのような内容でやっていただければ

と思います。 

 この件については、よろしいですかね。それでは、報告は以上とさせていただきます。 

 

 ９ 適応指導教室の移転について 

○教育長 次に、報告事項の第９「適応指導教室の移転について」説明をお願いします。 

○教育指導担当課長 続いて、資料Ｎｏ．９「適応指導教室の移転について」でございます。資料

の方を御覧ください。令和８年度から、適応指導教室、いわゆる「つばさ教室」と名乗っているも

のでございますが、こちらを港区立教育センターから港区立青山中学校に移転するための準備を進

めているところでございます。 

 項番１「現状の課題」についてでございます。課題は２点あります。１点目は、部屋数の不足で

ございます。現在一つの学習室を使用し、児童・生徒の支援を行っているところでございますが、

一度に１０名程通室すると教室が満室になってしまう状況があります。一つの学習室だと、活動の
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制限、時間割の調整等、なかなか柔軟な対応に結びつけない状況がございます。２点目は、運動ス

ペースの不足です。どうしても、子どもたちにとっては心身のリフレッシュやコミュニケーション

能力の育成を目的として、軽い運動やレクリエーションなどを行っているところでございます。十

分なスペースが確保できない状況で、結果として身体活動の機会が限られ、児童・生徒のストレス

発散に支障が出ている場面も見受けられているところでございます。 

 続きまして、項番２「青山中学校移転の理由」についてでございます。理由は簡単に、５点でご

ざいます。１点目は、駅から近い利便性。徒歩圏内に鉄道の駅があって、交通アクセスに非常に優

れているということでございます。２点目は、自然環境に恵まれた立地でございます。校舎の周囲

には緑が多く、静かな環境が整っているところでございます。落ち着いた環境の中で心の安定を図

りながら、学習や社会性の回復に取り組むことができるというところでございます。３点目は、活

用可能な空き教室の存在でございます。現在、青山中学校には利用されていない教室があり、そち

らを適応指導教室として活用することが可能でございます。既存施設を有効に活用することで、費

用面でも効率的な運営が可能であると考えております。４点目は、裏口の活用によるプライバシー

の確保です。生徒の中には、人目を避けて通いたいと感じるケースもあります。青山中学校の西門

側が、裏側になるのですが、こちらの方が子どもたちに会うことなく出入り口ができる場所があり

まして、心理的なハードルを下げる効果があるものと考えております。 

 続いて、項番３「移転後の設備環境」についてでございます。現在、通常の教室を２部屋用意す

ることで、収容人数を現在の２倍の２０名程度入るような形にする。また、アクティビティを行う

ところで、武道を行っている部屋、第二体育館があるのですが、こちらを使用して運動する形を取

れるようにしております。 

 それで、項番４「周知方法」でございます。つばさ教室に通室している児童・生徒・保護者へは

チラシ等を示して周知していくこと、また全ての保護者の方々には、チラシだったりとかＸ、また

「すぐーる」等のメール等で周知していく予定でございます。 

 最後に、項番５「今後のスケジュール」でございます。先日、青山中学校の学校運営協議会の

方々にはご説明して、温かくご支援の言葉を頂いているところでございます。今後、記載のスケジ

ューどおりに、令和８年４月の開設に向けて準備を進めてまいります。 

 説明は、簡単ですが以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますでしょうか。 

○中村委員 今、つばさ教室に通っている生徒は、合計で何人くらいいるのですか。 

○教育指導担当課長 見学等を含めると５１名でございます。ただ、現状通えている、継続的に通

えている子は１０名弱でございます。 

○中村委員 １０名弱。その生徒さん、児童さんというのは、通うのはどうやって通っているので

すか。 

○教育指導担当課長 小学生に関しては、保護者の方が一緒に付き添ってくるケースが多いところ

でございます。中学生に関しては、自分で公共交通機関を使いながら通ってきております。 
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○中村委員 今使える路線というと、基本的には日比谷線ですよね。今回青山に行きますと、銀座

線ですよね。使う線が完全に違ってくるので、今通っている生徒の中でちょっと不便になるという

ような人は出てくるとは思うのですけれども、そこに通う子、今度青山に移ることによって、移転

によってちょっと通うのが大変になって通えなくなりそうな人というのは、いませんか。 

○教育指導担当課長 ありがとうございます。実を申しますと、現状、今、日比谷線では通いづら

いというお話が非常に多くて、実際、青山中学校の、別路線を使いたいという保護者の方が、保護

者というか子どもたちのご意見があるので、今回に関しては、そこまで不満という形でとか不便さ

ということの話題は出ないのではないかなというところでおりますが、一個一個状況を確認しなが

ら、丁寧に寄り添って対応は進めてまいりたいと考えています。 

○中村委員 青山に移る、で、青山自身の利便性がいいというのはよく分かるのですけれども、

今、１０人ちょっとしか使っていない訳ですから、そこで、もし移転で落ちる人がいるのは、ちょ

っと。１０人しかいないからね。１００人とか２００人いたら、１人、２人はしようがないのかな

という気もしなくはないのですけれども、やはり１０人いるのだったら、そこで１人落ちる子がい

るのはちょっとやはり行政サービスとしてどうかなとは思うので、そこはちょっと丁寧にフォロー

してあげてほしいなと思いました。 

○教育指導担当課長 ありがとうございます。一個一個、状況を丁寧に聞き取りながら、ケース・

バイ・ケースで対応していきたいと思いますし、完全に移転してすぐ終わりという形ではないの

で、後フォローをしっかり進めていきたいと考えております。 

○鈴木委員 現在のつばさ教室の利用時間帯は、大体何時から何時くらいなのか教えてください。 

○教育指導担当課長 概ね、学校が始まる時間とほぼ同じタイミングで設定しております。なの

で、大体８時から８時半頃から４時ぐらいまでですけれども、子どもたちによってそれぞれ来る時

間がばらばらですので、そのぐらいから開設しているという形で対応しているところでございま

す。 

○鈴木委員 そうすると、実際の青山中の生徒さんとバッティングする時間になると思うのですけ

れども、何か教室と、普通の教室、中学校の教室との接触を持ちやすい場所とかが多かったりとか

はするのでしょうか。 

○教育指導担当課長 現在、青山中の方で想定している流れは、正面の大きな門から入るところに

関しては、通常の青山中学校に在籍しているお子さんたちが通う形。その校舎の完全に裏側の西口

というところに門がありまして、小さい門があるのですけれども、そこから西口のドアがあって、

そこのところは全く真逆のところから入って、その近くの部屋をつばさ教室で使って、つばさ教室

だけの子たちが使用できるような形で区域分けをしている状況でございます。実際、子どもたちが

そのつばさ教室の場所に行くということはないですし、よっぽど探して行けばそうかもしれないの

ですけれども、基本的に行くところはないですし、そこからも、実際に活動しているところは大き

く離れた形で設定しているので、そこら辺のプライバシーは保護できるようにという形で進めてい

るところでございます。 
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○鈴木委員 ありがとうございます。すみません、簡単な意見なのですけれども。つばさ教室だ

と、大人がいる教育センターの中に行くので子どもの抵抗がそんなになかったところが、いわゆる

中学校のところに行くということで、プライバシーがきちんと守られていないとやはり行きにくい

なとなってしまうのだけは避けていただきたいと思うので、プライバシーをきちんと確保できるよ

うな運営をしていただけるとありがたいです。 

○教育指導担当課長 心がけてまいります。 

○教育長 それでは、よろしいですか。この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 10 特別支援学級を対象としたキャリア教育の充実について 

○教育長 次に、報告事項第１０「特別支援学級を対象としたキャリア教育の充実について」説明

をお願いします。 

○教育指導担当課長 続いて、資料Ｎｏ．１０「特別支援学級を対象としたキャリア教育の充実に

ついて」でございます。資料を御覧ください。これまで教育委員会は、特別支援学級に在籍する生

徒が中学校卒業後も自信を持って社会と関わりが持てるよう、企業と連携した課外教育の対象の出

張授業や生徒対象のワークチャレンジデイを実施し、保護者対象のキャリア教育講演会を開催し

て、卒業後の進路、就労などについて周知してまいりました。一方、特別な支援を必要とするお子

さんの社会的自立を目指す保護者の方のコミュニティ「みんなとＣａｆｅひだまり」では、発達の

状況や特性に応じた就労や進路の選択に不安や悩み、課題を抱えているという保護者が少なくな

く、現状の教育活動において、キャリア教育の充実は喫緊の課題であるというふうに考えておりま

す。 

 こうした状況を踏まえ、義務教育段階から児童生徒が将来の就労に対する具体的なイメージを持

つことができるよう、新たに二つの施策を実施することをご報告いたします。１点目は、東京アビ

リンピック。いわゆる東京障害者技能競技大会の見学会の実施です。特別支援学級に在籍する生徒

が将来の就労イメージを育むことを、目的としております。対象は、区立小・中学校特別支援学級

に在籍する小学校５年生から中学校３年生の児童生徒及びその保護者のうちの、希望者でございま

す。 

 概要といたしましては、障害のある方々が日々培った技能をお互いに競い合うことを通じて、職

業能力を向上する。また、企業や社会一般の人々が障害者に対する理解を深め、その雇用の促進を

図ることを目的として行われる「東京アビリンピック」を見学いたします。第２４回大会は、令和

８年２月１４日に開催される予定です。教育委員会がバスを配車し、会場である東京障害者就業能

力開発校、小平にあるのですが、こちらまで引率します。チラシを作成し、先着２０組４０名様を

募集する予定でございます。 

 ２点目は、「特別支援学級設置中学校への地域部活動『技能部』の新設」です。中学校段階から

就労を見据えた技能習得の機会を提供し、将来の自立・社会参加につなげることを目的といたしま

す。対象は、区立中学校特別支援学級に在籍する生徒のうち、希望者でございます。概要といたし



 

- 31 - 

 

ましては、交通の利便性や活動環境の充実を考慮し、青山中学校を拠点とし、令和８年度から実施

します。清掃、パソコン操作・データ入力、フラワーアレンジメント、喫茶サービス、ネイル施術

など、興味や特性に応じた活動を月２回程度実施いたします。外部講師を招聘し、区貸与のＧＰＳ

を本人に持たせて、安全の確保にも努めてまいる予定でございます。 

 この新たな二つの施策を通して、実社会における技能や職業を見る、触れる、体験する機会を提

要し、特別支援学級の児童・生徒が義務教育段階から、将来の就労に対する具体的なイメージを持

つことができるよう、取り組んでまいります。 

 簡単ではありますが、以上で報告とさせていただきます。 

○教育長 ただいまの説明に対して、ご質問等はございますか。 

○鈴木委員 ２番の、地域部活動「技能部」なのですけれども、区が貸与するＧＰＳを持たせると

いうことですが、自分の所属している学校からそのＧＰＳを持っていって、この月２回の部活に行

くというようなイメージですか。１人で行くのですか。 

○教育指導担当課長 実施する曜日としては土曜日を予定しておりまして、休日から、家から行く

ときにということで。保護者とご相談させていただく予定なのですが、多くの保護者の方は、行く

ことも勉強させたいということで、ＧＰＳを貸与することになりました。 

○鈴木委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

○中村委員 このアビリンピックの見学会ということなのですけれども、これは第２４回とか行っ

ていますが、大分前からこの大会はあるみたいですが、何で今頃なのですか。もっと早くからやっ

てもよさそうなのですけれども、何で今頃なのですか。だって第２４回大会でしょう。ということ

は、もう２４年前からあったのではないの。何で今頃、もう少し早い時期に参加しようという話に

はならなかったのですか。 

○教育指導担当課長 大会自体は、子どもたちが出るのはなかなか難しいので見学だけなのですけ

れども、こちらの方、一部の保護者の方からこれを見学されたいという、見学自体は個人で行くこ

とは可能ですので行くのですけれども、小平でやっているというところもあり、なかなかこちらと

しては、対応として難しいなという話があったのです。多くの保護者の声を頂く中で、では実際に

バスを配車して対応したいということで、決めてきたところでございます。２４回まで行っていた

のですが、なかなかこちらとしても知る機会がなくて、この段階になったというところでございま

す。 

○中村委員 保護者からの要望があったから、区としてやろうということになったということです

ね。 

○教育指導担当課長 はい。 

○中村委員 非常にいい機会だと思うのです。特別支援学級に在籍する生徒にとっても、やはり進

学ということを考えたときに、なかなか実質的には無理な場合が多いし。そうなると、一般の児童

生徒と比べると、社会に出る時期というのは早くならざるを得ないというのが現実だと思いますの
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で、そうなるとそういう意味でのキャリア教育は健常教育、健常の教育者よりもむしろ早い時期に

しっかり始めるというのは、これは非常に大事なことだと私も思うので、こういう機会を見学させ

て認識させることというのは大事なことだと思うので。何で今頃、こんな昔からやっているのな

ら、何でこんな、もっと早くやればいいと思ったのですけれども。教育委員会も、そういうような

ことはネットをしっかり張って、これはやった方がいいなと思うところがあったら積極的にこちら

から情報提供をしてあげて、こういうことをやるようにしてもらいたいなと思った次第です。以上

です。 

○山内委員 私もこの取組は、二つともとてもよいことだと思います。特に近年、いわゆる特別支

援学級に来るような、ある種の障害を抱えたような人たちに対して、いわゆる共生的な環境の中で

同じようにやっていきましょうという風潮が、ちょっと偏り過ぎる傾向がある。でも、現実的には

やはり自分のできることに応じて、できる仕事、技能、そこに対してできる技能を上げながら仕事

に結びつけていくということが必要で、そこが日本の、もしかしたら今弱くなっているところかな

と思いますから、逆にそこを丁寧に、インクルーシブな取り組みと同時にきちんとやっていくとい

うのはとても大事なことだと思います。ぜひ、本人に、保護者に対しても、こういう将来のキャリ

アをきちんと考えられる機会をつくっていってあげるというのは、丁寧になさるといいと思いま

す。 

○教育指導担当課長 ありがとうございます。スキームというか想定としては、まず保護者の方に

は「みんなとＣａｆｅひだまり」で特例子会社、障害者の雇用子会社を見学して、お子さんの将来

的イメージを持っていただき、一方、子どもたちに対しては、アビリンピックを見学して、「こう

いうことがやれるかもしれない」、「やりたい」という思いも持たせ、技能部で実際に自分の体験の

中でしっかりと取り組ませて、場合によっては清掃技能検定なども、検定を行わせている形をとっ

て、その後、都立の特別支援学校の就業技術科とか職能開発科のあるところに進学をしてもらい、

最終的には障害者雇用に関わる会社なり社会に出ていってもらうという形の、一連の流れができれ

ばと考えているところでございます。 

○田谷委員 非常にいい取組だと思います。今おっしゃった、虎ノ門の「ひなり」でしたか。そち

らの方の、あれは大手商社が経営している、使用しているビルのワンフロアを飲食にして、そこに

こういう対象の方たちを雇用しているということで、企業的には非常にいい取組になっているとい

う。僕もちょっと拝見いたしまいて、大変感心したのですけれども。そのときにちょっとお話を聞

いたのが、その前にもう一つ、随分前なのですが、慶應大学のこういう子どもたちの心理学を専門

にやっていらっしゃる先生が、そこの慶應大学の薬学部の講堂で話があったのですけれども、義務

教育９年間の中で必要なのが、小学校３年生までの国語と算数。これをそういう子どもたちには、

ずっと繰り返していくと。一般の子どもたちは１、２、３、４、５、６年となってしまうのだけれ

ども、そういう子どもたちはもう１、２、３年までのことを何回も何回も繰り返して、取りあえず

３年生までの読み書きそろばんというか、四則計算ができれば問題ないと。掛け算、割り算は要ら

ないと。足し算、足し引きだけで十分だというお話を聞いた。 
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 それと、その「ひなり」の責任者の、ちょうどあの会社の社長の方が、こういうことは早くから

やらないと、やはり反復活動みたいな形で。だから、早くからやらないと駄目なのだと。対象の児

童の方は、なるべく早いタイミングから、こういう特別支援の学級あるいは学校に通ってもらいた

いと。そういうところに、そういう会社の求人募集みたいなものが行くので、そういうところを出

ている子どもであれば、雇用する方の側も、それまでずっと普通級で来ていきなりというよりも、

そういうところで訓練していってくれる子の方が、雇用する方も非常に雇用しやすいという話を聞

いたことがあって、僕もずっと、それが何とかならないかなと思っていたのですけれども、それを

本当に実現していただいて、ありがたいです。 

 中学校の段階で間口を広げてこういうキャリア教育をやっていただいて、特に一番最後の「概

要」のポツの２のところに書いてある、清掃、パソコン、データ入力、フラワーアレンジメント。

特に喫茶サービスなんていうのは、すごく彼らには向いていますし、それから僕、今宣伝している

のですけれども、麻布支所の２階の食堂もしばらく休んでいたのが、「ひなり」でやっているので

すよ。それで、ほとんど表に出ているのは、こういう特別支援のお子さんたちです。私も支所に用

事があったときに、ちょうどランチタイムだったのでそこで生姜焼き弁当を頂いたのですけれど

も、「何がいいですよ」とお勧めするところから、料金システムは券売機になってしまうのです

が、あとは接客。そういうものを全部子どもたちがやって、非常にすばらしいなというふうに思い

ましたので、なるべくこういうのを広げていただきたいです。 

 質問はこれなのですけれども、「先着２０組４０名」。これは違うか。親子でね。ごめんなさい。

これは何人くらいのキャパが、受け入れることができるのですか。 

○教育指導担当課長 一応バス、大型バス１台なので、１台分に入る方であればということで。一

応、２０組４０名という形で設定はさせていただきましたが、人数に応じては応相談で対応しよう

と思っております。 

○田谷委員 このキャリア教育を毎週土曜日とおっしゃったではないですか。それは、キャパはど

れくらい。 

○教育指導担当課長 現状の想定としては、同じくらい、２０名くらいの生徒さんがいらっしゃる

のではないかということで想定はしているところでございます。それぞれ、分野別に分かれて複数

講師をお招きできればなとは思っているところでございます。 

○田谷委員 今、複数講師をというのは、本当にすばらしいと思います。普通だったら清掃に特化

してしまうとか、「ひなり」などでもよくやっておられるのだけれども、喫茶サービスにしか特化

していないと思うのね。だから、そういうのをこういう区の力で、色々な講師を。だから、１対１

でもいい訳でしょう。 

○教育指導担当課長 そうですね。 

○田谷委員 そういうような形で、多岐にわたって呼んでいただければ。子どもの才能はどこにあ

るか分からないと思いますので。中学校くらいからそういう才能を見出していただいたらいいなと

思います。これは、もう本当にお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございます。 



 

- 34 - 

 

○教育長 ほかは、よろしいですか。 

 とてもいい取組だという評価を頂きましたので、さらなる充実、よろしくお願いします。 

○教育指導担当課長 頑張ります。 

○教育長 それでは、この報告事項は以上とさせていただきます。 

 

 11 令和７年度海外修学旅行の報告等について 

○教育長 次に、報告事項第１１「令和７年度海外修学旅行の報告等について」説明をお願いいた

します。 

○先端教育担当課長 それでは、報告の１１番目、報告資料１１を用いて、令和７年度海外修学旅

行の報告等につきましてご報告させていただきます。すいません、報告に先立って、資料の項番の

一部を誤っておりましたので、事前に説明させていただきます。３ページ目の（１）「報告事項」、

そして（２）「第２回港区中学校海外修学旅行あり方検討委員会での主な意見」、こちらは（２）と

（３）の誤りでございました。大変申し訳ございません。 

 それでは、本編の方の説明に入らせていただきます。こちら中身としましては、今回教育委員の

皆様には色々ご支援いただいてございます海外修学旅行につきまして、今年度５月から開始しまし

て、９月末までで全１０校が安全に海外修学旅行を終えたということで、ご報告をさせていただき

ます。 

 まず、「実施日程」でございます。項番１を御覧ください。こちら５月のお台場学園港陽中学校

から始まりました修学旅行につきましては、赤坂学園赤坂中学校までの６校が前半校として実施の

上、その課題を踏まえながら９月に後半４校の海外修学旅行を実施しまして、合計７６６名の生徒

が参加してございます。なお、欠席者につきまして５２名でございまして、前半校が２５名、後半

校が２７名でございます。主な欠席の理由としましては、やはり不登校が一番多くて、次は続いて

自己都合というところが、理由としては多い状況でございます。 

 続きまして、項番２「今年度の成果について」の事項ですが、（１）「教員のアンケート結果」、

こちらは後半校の情報でございます。回答数としては、後半４校の引率教員３０人で回答率１０

０％でございました。主な意見としましては、項番２（１）のとおりです。前半校との傾向と同様

に、海外で英語を活用するなどの機会になったということで、「英語でのコミュニケーション能力

が高まった」などの成果に関する意見がございました。また、共存共栄をスローガンにして１年生

の頃から学校経営を行っているという学校の先生につきましては、「その集大成として多様性共生

社会を学習させることができたように思う」などの意見もございました。また、予測されるトラブ

ル事例を検討したいということで、次年度に向けた改善事項に関する意見も、教員の方からあった

という状況でございます。 

 続いて、項番２「保護者アンケート結果」でございます。今年度、全体の回答数としては２５７

件、回答率は３４％でございました。回答結果としましては、約９５％が肯定的でございまして、

「お子様にとって海外修学旅行は充実した行事になったか」という問いに対しましては、昨年度と
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比べて「とても充実していた」というところは６％高まっているという状況でございます。また、

主な意見でございますが、「苦手意識があった英語が実際に海外で話すことが自信につながった」

であったりですとか、あと不登校傾向、不登校ぎみのお子様が、海外に行くという目標を持って登

校を続けられたなど、本事業が生徒のモチベーションの向上につながっているという意見が、保護

者の方からあったという状況でございます。 

 続いて、３番目の「生徒アンケート結果」でございます。今年度、全体数の回答としては６４８

件で、回答率は８５％でございました。回答結果としましては、「英語を使って現地の人とコミュ

ニケーションができたか」という問いに対する肯定的な回答が約８８％でございまして、「現地の

人に自分の伝えたいことが英語やボディランゲージで伝えることができたか」ということも、肯定

的な意見が約８８％でございました。また、「あまりできなかった」と答えた生徒であっても、「自

分とは違う文化を学ぶことの重要性について考えた」とか、あと「もっと英会話したくなった」等

の回答もございまして、国際理解教育を学ぶ意欲の向上につながっているということがうかがえ

る。また、英語によるコミュニケーション能力を発揮する集大成の場として、一定の効果があると

捉えてございます。 

 そのほか、昨年度の課題として挙がった食べる場所、喫食場所であったりですとか、食事内容、

熱中症対策につきましても、アンケートの結果から、私も現地に行きましたけれども、現地の様子

からも、大きく改善ができたと感じてございます。 

 続きまして、項番２の（４）今年度の意識変容に関する「効果検証結果」でございます。修学旅

行が生徒の成長にどのように影響を与えるかという調査でございますが、こちら資質・能力に関す

る自己評価では、どちらも協働性の平均値が上がっているというところと、修学旅行を通して自分

の意見をほかの人に伝えたり協力をしたりという能力の向上が見られたというところでございま

す。 

 続きまして、（５）「その他」でございます。こちらの海外修学旅行の事前準備としまして、令和

８年度から、今、中学２年生の段階から事前学習をぜひやりたいというご意見がありましたので、

そういった対応ができるように、教育委員事務局としては準備の方を進めているところでございま

す。また、カメラマンの帯同につきまして、修学旅行の特別委員会、議会の特別委員会の中でも、

帯同のご意見がいくつかございました。その中で、いわゆる教員の負担軽減とかというところにつ

ながるというご意見もありましたので、カメラマンの帯同につきまして、現在写真の撮影事業者

と、全１０校に帯同できるように、今、前向きに調整を進めているという状態でございます。 

 項番３が「あり方検討委員会について」ということで、１１月４日に第２回の検討委員会を開催

させていただきました。そこの中身としましては、続いて３ページ目の「報告事項」ではございま

すが、こちら、今回の修学旅行の実施内容であったりアンケート結果、そして今後のトラブル事例

等について共有の方を行っている状況でございます。主な意見としましては、旅程につきまして、

教員の方の状況を見ると３泊５日が負担となるということもあるのではないかということもあった

のですけれども、「学年の体制で生徒指導にあたっているので中学校は十分対応できる」といった
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意見であったりですとか、あとはプログラム内容を考えると、「短い日程に変更するのではなく、

５日間で行うことがよい」というようなご意見があったりしました。 

 また、アンケートの中身としましても、「全体的に非常に肯定的な意見が多いように思う」であ

ったりですとか、こういった「意義があるように感じる」というご意見が、委員の皆様からあった

という状況でございます。 

 続きまして、項番４「令和８年度の海外修学旅行に向けた改善方針」ということでございます。

こちらですが、修学旅行前の改善方針としまして、第１回の教員主体の検討委員会というものを今

年度、立ち上げまして、その中で、事業者からのコース案を基に教員の皆様でモデル案の作成とい

うものを行っていただく予定です。また、あと生活指導等、各学校のトラブル事例等の共有という

ことと、あと事前学習で各学校によっての特色でやっていただいているのですけれども、そういっ

たところの好事例というものも、教員間での情報交換を図って、来年度の事前学習というところを

より強化の方、充実の方をしていきたいということを考えてございます。 

 また、あとプログラムの内容としましては、今年度の課題を踏まえまして、行き先や内容、イン

グリッシュチャレンジなど、一つ一つ見直した上で、今回の教員主体の検討委員会の中でも十分に

検討した上で、しっかり改善を図っていきたいということを考えてございます。 

 ２日目のイングリッシュチャレンジプログラムの実施の際には、グループによっては行程を早く

終えて時間が余ってしまうというご意見がありましたので、次年度につきましては、実は集合の最

後の地点が芸術センターになってございまして、早く着いたグループにつきましては、そこの中身

も見学可能とするように調整の方をしたいということを考えてございます。また、行き先、イング

リッシュチャレンジの行き先の一つに、シンガポールシティギャラリー、いわゆるシンガポールの

都市計画、開発の変遷を学べる場所がございまして、そこも学習効果を高めるための場所として追

加したいということを考えてございます。 

 さらに、３日目、４日目のプログラムにつきましても、探究学習の充実であったりですとか、あ

とシンガポール国立大学の授業体験などを行って、大学生とのディスカッション等をこのプログラ

ムに追加することで、英語学習の機会というものを充実させていただきたいということを考えてご

ざいます。 

 あと「その他」でございます。先程、今年度のトラブル事例のところでございますが、確認事項

ということで資料に載せさせていただいてございます。今年度は前半校、後半校ともに大きなトラ

ブルというものはございませんで、やはり貴重品の一時的な紛失というものが大きいところでござ

いました。また、特に発熱等の体調不良者も出たのですけれども、日本人医師が常駐する病院やク

リニック等への受診をすることで、そういったところでトラブルの方をしっかりと回避の方、対応

の方をしてございます。 

 最後になりますが、「今後のスケジュール」ということで、令和８年１月、２月で教員主体の検

討委員会の開催をさらにいたしまして、２月下旬には令和８年度海外修学旅行実地踏査を経た上
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で、来年度、令和８年度につきましてはしっかりと修学旅行の方を実施したいということを考えて

ございます。 

 説明は以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明に対するご質問等がある人はお願いします。 

○中村委員 不登校で参加しなかったという人の中で、不登校だったけれどもこの修学旅行には参

加したという生徒はいなかったのですか。いたのだったら、人数を教えてください。 

○先端教育担当課長 教育委員会の方で把握しているのは２名ございました。 

○中村委員 現状は、修学旅行をきっかけに不登校ではなくなっている状態ということですか。 

○先端教育担当課長 委員のおっしゃるとおりでございます。 

○中村委員 分かりました。それから私的な都合で行かなかったという人がいたという話でしたけ

れども、具体的にどういう、例えば修学旅行に行くくらいだったら勉強した方がいいといって塾に

行かせるとか、そういう理由なのか、そこら辺は、具体的にはどんな都合なのか分かれば教えてく

ださい。 

○先端教育担当課長 自己都合は色々理由がございまして、一つが、生徒自身が行きたくないとお

っしゃるとか、あとはその家族の方針として、いわゆるそういう宿泊行事には参加しない、させて

いない。いわゆる国内も含めてさせていないですとか。あとはインターナショナルスクールに通っ

ている、いわゆる在籍はしているのだけれども基本的にはインターに通っているので、こういった

修学旅行には参加させていないというところが主な理由でございます。 

○中村委員 分かりました。ありがとうございます。 

○鈴木委員 二つあります。今の中村委員のお話につながるところなのですけれども、ごめんなさ

い、先にこちらの方がいいな。Ｍｉｎａｔｏ Ｓｃｈｏｏｌは御成門の方に入っているという認識

でよろしいですか。プラス、その人数を教えていただければと思います。 

 もう一点が、今の欠席理由のお話の流れなのですけれども、金銭的に負担があって行けないとい

う理由の方はいらっしゃいましたでしょうか。教えてください。 

○先端教育担当課長 まず、Ｍｉｎａｔｏ Ｓｃｈｏｏｌの関係ですけれども、御成門の中で含め

てございます。当日、在籍、当時５人いたのですけれども、４人参加されているという状況でござ

います。今回の欠席者の中で、金銭面を理由、経済的な困窮を理由にして参加していない生徒は１

人もいらっしゃらないという状況でございます。 

○鈴木委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長 ほかは、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。それでは、報告事項は以上で終わらせていただきます。 

 本日予定している日程は全て終了しましたが、委員または説明員から、その他何かありますでし

ょうか。 

○図書文化財課長 高輪築堤調査・保存等検討委員会の進捗状況について、ご報告させていただき

ます。 
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 １２月３日に開催された委員会についての報告です。資料を御覧ください。１０月、１１月の委

員会で、ＪＲより「『５・６街区の高輪築堤跡の文化財的価値及び保護措置（３）』に対する当社の

見解」及び同（２）が示され、委員見解として「５・６街区の高輪築堤跡の文化財的価値及び保護

措置について（４）」が示されました。委員見解（３）からの主な変更部分を中心に説明します。 

 １ページ、項番１「文化財的価値について」。変更ありません。 

 項番２「保護措置について」。おめくりいただき、３ページの中段まで変更ありません。その下

の「上記」以降の文章は全て、今回新たに書き加えられたものになります。９月３日の委員見解

（３）で示したが、２、保護措置についてのうち④及び⑥に関するＪＲ見解について述べることに

する。④信号機跡及び築堤部１００メートル以上の区間の現地保存について。 

 （１）は、１０月のＪＲの見解をまとめたもので、黒い点三つの下に、委員として全体が曖昧で

具体性を欠いており、根拠に基づく説明としては不十分と言わざるを得ないことが指摘されまし

た。（２）は、１１月のＪＲの見解をまとめたものです。４ページ中段です。こうしたＪＲ見解に

ついて、三つの問題点が指摘されました。現地保存の要望に対し、文化財的価値に鑑み、現地保存

の可能性を検討したとされるが、開発計画には具体的な文化財的価値を考慮した検討プロセスが説

明されていない。現地保存した場合の遺跡の価値を評価した上で、開発計画を検討する必要があ

る。６街区南部についての言及があるが、委員見解における保護措置では触れられていないため、

築堤部１００メートル以上の区間及び信号機跡の保護措置とは別に協議することにしたい。 

 次に、ＪＲ見解の問題点について説明を求め、要望が出されました。委員見解では、５・６街区

全体で築堤部１００メートル以上の区間の現地保存を要望したが、ＪＲ見解では、５街区の区間、

６街区の区間、５・６街区間の現地保存が個々に検討され、さらに５・６街区全体、５・６街区に

またがることも含めた築堤部１００メートル以上の区間の現地保存を前提にした、具体的な開発計

画を検討すること。５・６街区の開発計画は基本計画段階であるが、策定の経過について説明を求

める。５・６街区における記録保存調査等で検出された高輪築堤跡の位置やレベルと、開発計画の

平面、断面の関係を図示し、遺構の構成要素に与える影響を示すこと。 

 ５ページです。５・６街区間の現地保存についてはさらに検討を行うこと。築堤部１００メート

ル以上の区間、信号機跡を現地保存した場合、開発計画にどのような影響があるか等について説明

すること。⑥４街区、第７橋梁南横仕切堤跡の移築保存について。移築保存に関するこれまでの検

討経過及び今後の見通しについて説明を求める。なお、委員会の保護措置に係る助言の取りまとめ

に当たっては、ＪＲ及び委員が互いの見解を受け止めて論点を明確にした上で、根拠に基づく合理

的な説明を行い、議論を尽くすことが必要である。これらについて委員から説明があり、これを踏

まえ、１月にＪＲから文書で見解が示される予定です。 

 次に、１２月８日に文化財保護審議会の委員にお集まりいただき、谷川委員から、協議の検討経

過の説明がありました。続いて、文化財保護審議会委員と教育委員との懇談の場につきましては、

１月８日の教育委員会終了後で調整する予定をしております。 

 報告は以上です。よろしくお願いいたします。 
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○教育長 ご質問はございますでしょうか。 

○山内委員 ご報告ありがとうございます。この全体会の中でＪＲから出てきた見解に対する委員

の見解の内容というものは、極めて適切、妥当なものであるというふうに思います。私自身もＪＲ

の見解に対しては、正直言って憤慨するぐらいの内容で、つまり彼らが不動産としての価値の毀損

ということを言いながら、逆にもっと公の、しかも歴史資産としての価値を、自分たちがはるかに

大きな毀損をするということについての認識が全くないという問題ですよね。そういう意味でもこ

の指摘は重要だと思いますし、やはり厳しい態度で引き続き交渉していくことが大切になると思っ

ています。そういう意味でも、１月８日に審議会の委員の方々と意見交換をして、この築堤の歴史

資産としての、歴史遺産としての重要さ、あともう一つは今後の対応についての意見交換と共有が

できるということを期待しています。ありがとうございます。 

○図書文化財課長 この間、委員からご意見も頂いたことを踏まえて、手続として、プロセスとし

てはやらせていただいているふうにご理解いただければと思います。 

 

「閉会」 

○教育長 ほかは、よろしいでしょうか。それでは、そのほかは、よろしいですか。 

 ないようでしたら、以上をもちまして閉会といたします。 

 次回は、定例会を１２月２５日木曜日に予定しております。よろしくお願いします。皆さんお疲

れさまでした。 
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